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さまざまな大学の学生と一緒に地域を創る！

京丹後市夢まち創り
　市政トピックス
京丹後市観光情報センター開設　
　まちのわだい
神谷太刀宮神社の秋祭りで収穫祝う　　ほか

域学連携
主な内容
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　久美浜町一区、神
かみ

谷
たに

太
た

刀
ちの

宮
みや

神社の秋
祭りの宵宮が10月12日に行われ、５
基の日

ひ

和
より

神
かぐ

楽
ら

が区内を練り歩きました。
　日和神楽の巡行は太陽の恵みに感謝
するとともに、明日の好天を願って行
われるもの。太陽を模した丸い飾りの
周りに、農作物を表現した笹やたくさ
んの提灯が飾られています。

（関連記事20～21㌻）
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峰山南地域×慶應義塾大学

網野・浅茂川・下岡・小浜地域×高崎経済大学・龍谷大学

久美浜地域×相愛大学・法政大学・龍谷大学

野間地域×同志社大学

　駅を拠点とした観光振興を探る網
野地域。観光情報を発信する新たな
場となった観光情報センター（網野
駅内）を拠点として、エコ観光自転
車や路線バスツアーなどを取り入れ
た観光振興策をテーマに、高崎経済
大学の学生 27 人と龍谷大学の学生
３人が合同で取り組みました。地域

の資源を発見・発掘するための現地
調査では、自転車を使って調査を
行ったほか、地元の区長や事業者（約
15 人）、住民の皆さんから地域の情
報を収集しました。今後、大学では
集まった情報を基に、
アイデアの提案・構築
を行っていきます。

　峰山南地域では、地域にある資源
を活用した活性化策を探るため、慶
應義塾大学の学生 25 人が現地調査
や地域住民とのグループワークを行
いました。調査最終日には提言発表
を行い、今後はテレビ会議を通じて
地域づくり計画を策定し、実際に活
動を実践していきます。

　久美浜地域では、今夏、相愛大学
音楽学部の学生による「久美浜ｉｎ
サマーコンサート」を久美浜公会堂
および豪商稲葉本家で開催しました。
学生が企画・運営・演奏を行い地域
の再発見をしてもらおうと取り組んだ
ものです。また、９月上旬には、法政
大学と龍谷大学の学生が滞在し、久

美浜の地域課題について調査研究し、
「久美浜のブランド化」をテーマに大
学と地域（地域活性化協議会はじめ
久美浜まるごとプロデュース傘下の
皆さん）によるワークショップを行い
ました。この中で、久美浜の魅力や
特産物でブランドとなるものは何か、
今後の可能性などを話し合いました。

　野間地域の納涼祭に同志社大
学の学生 19 人が参加。祭りの
準備をはじめ出店やステージ運
営を行うなど、地域と一緒に納
涼祭を盛り上げました。

コンペティション参加大学
　　　　　　　×京丹後市内企業

　京丹後市起業アイデアコンペ
ティション事業では、京丹後市
の地域資源と大学生の「知」と

「発想」を融合させた「起業ア
イデア」を募集し、そのアイデ
アを市内企業に活用していただ
くことにより、ニュービジネス
の創出による地域産業の活性化
を目指しています。
　３年前に参加大学の枠を広
げ、現在は５つの大学の学生が

さまざまな起業アイデアを考え
ています。
　京丹後市の特性を生かしたア
イデアを考察してもらうため、
参加学生を対象に京丹後市見学
バスツアーを開催しました。学
生たちは、ツアーで得た丹後の
魅力をそれぞれ各大学へ持ち帰
り、12 月に行われる審査会に
向け、起業アイデアを考えます。

・京都工芸繊維大学
・京都府立大学
・京都府立医科大学
・京都産業大学
・京都ノートルダム女子学校

コンペティション参加大学

五
い

十
か

河
が

地域×龍谷大学
　 龍 谷 大 学 の 学 生 31 人 は、
五

い

十
か

河
が

地域の活性化方策を探る
ため、現地調査や関係者との交
流を行いました。議論を集約し
ていくなかで、古い茅

か や

葺
ぶ き

民家を
移設した民家苑を国際交流拠点
として活用するアイデアなど、
農村地域ならではの活性化を提
案していました。

一次審査を通過したアイデアについては、起業アイデアコンペティ
ション終了後、利用事業者を募集します。

▲ バスツアーで地元ガイドから話を聞く大学生
▲ 法政大学・龍谷大学とのワークショップ

▲ 高崎経済大学・龍谷大学によるプレゼンテーション 

（写真）豪商稲葉本家において相愛大学による「久美浜 inサマーコンサート」

▲ 慶應義塾大学による現地調査（御旅市場） ▲ 御旅市場フリーマーケット見学の様子

▲ 商品化されている「黒丹バーガー」

▲ 同志社大学の学生が手掛けた露店 ▲ 地域の人から話を伺う龍谷大学の学生

起 業 ア イ デ ア

コ ン ンペ テ ィ シ ョ

地 域 事 業

観 光 振 興

農 村 地 域 活 性 化

京丹後市夢まち創り
さまざまな大学の学生と一緒に地域を創る！

地域課題解決プロジェクトおよび戦略的な大学連携をスタート！
　当事業は本市の各地域の課題を地
域連携のノウハウのある多様な大学
と全市的に連携し、創造的な着眼と
発想に基づく持続可能な地域振興に
つなげるとともに、大学の地域課題

解決への取り組みが教育活動の一環
（学生の単位取得）となるカリキュ
ラムを構築することにより、継続的
かつ戦略的な大学連携の取り組みと
するため、実行委員会を設置して大

学との連携を進めています。
　さらには、既に京丹後市と連携し
ている大学とも連携していき、市内
での大学連携を図っていきます。
	企画政策課（69-0120）

域学連携



　

平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計

の
各
会
計
決
算
に
つ
い
て
、
９
月
定
例
会
に
議
案
提

出
し
、
全
会
計
と
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
の

歳
入
総
額
は
、
３
３
４
億
５
３
７
８
万
円
（
前
年
度
比

１
・
０
％
減
）
で
、
歳
出
総
額
は
、
３
２
９
億
７
１
７
万

円
（
前
年
度
比
０・
６
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。
24
年

度
は
、
ど
の
よ
う
な
事
業
や
施
策
に
予
算
が
使
わ
れ
た

の
か
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

  義務的経費　154億7,393万円（47.0％）
  投資的経費　  48億5,414万円（14.7％）
  任意的経費　125億7,910万円（38.3％）

京
わ が ま ち
丹後市の

台
所
事
情

  自主財源　  79億 30万円（23.7％）
  依存財源　255億5,348万円（76.3％）

　

平
成
24
年
度
は
、
幸
福
の
ま

ち
づ
く
り
研
究
会
の
設
置
を
は
じ

め
、
本
市
の
輝
か
し
未
来
へ
の
発

展
を
見
据
え
た
施
策
を
行
い
ま
し

た
。

▼
企
業
立
地
推
進
を
含
め
た
〝
商

工
業
総
合
振
興
条
例
”
の
た
め
の

新
経
済
戦
略
検
討
会
議
の
設
置

や
織
物
業
者
へ
の
織
物
合
理
化
設

備
の
導
入
支
援
な
ど
「
産
業
と
雇

用
の
本
格
的
振
興
」
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

▼
液
肥
に
よ
る
特
別
栽
培
米
〝
環

の
ち
か
ら
”
の
普
及
啓
発
や
「
日

本
一
の
砂
浜
海
岸
づ
く
り
実
行
推

進
会
議
」
の
創
設
な
ど
「
特
色
や

魅
力
、
価
値
を
活
か
し
た
取
り
組

み
」
を
行
い
ま
し
た
。

▼
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
事
業

化
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
市
域

の
太
陽
光
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の

調
査
な
ど
具
体
的
な
事
業
化
検

討
を
行
い
ま
し
た
。

▼
京
丹
後
ま
ち
づ
く
り
青
年
塾
の

設
置
や
各
市
民
局
へ
の
に
ぎ
わ
い

創
り
推
進
員
の
配
置
な
ど
の
「
ひ

と
づ
く
り
」
分
野
、
Ｋ
Ｔ
Ｒ
高
齢

者
片
道
上
限
２
０
０
円
レ
ー
ル
事

業
の
実
証
実
験
、「
く
ら
し
」
と

「
し
ご
と
」
の
寄
り
添
い
支
援
セ

ン
タ
ー
の
安
定
運
営
な
ど
「
社
会

基
盤
づ
く
り
」
分
野
に
も
積
極
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

特
集  

決 

算
平
成
24
年
度

◆　グラフで見る一般会計歳入・歳出決算の状況　◆

歳 入

歳 出

◆　一般会計決算の特徴　◆

市民総幸福の最大化と限りない増進・発展を目指して

備
す
る
普
通
建

設
事
業
費
や
台

風
な
ど
に
よ
る

災
害
復
旧
事
業

費
を
投
資
的

経
費
と
言
い
ま

す
が
、
そ
の
割

合
は
14
・
７
％

と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

平
成
24
年

度
で
は
、
丹
後

町
域
の
防
災
行

政
無
線
整
備
事

業
や
か
ぶ
と
山

（
旧
神
野
）
小

学
校
増
改
築
事

業
、
峰
山
・
久

美
浜
統
合
保
育

所
用
地
の
購
入

な
ど
を
実
施
し

ま
し
た
。

防災行政無線整備に 3 億 7 千万円

輝
か
し
い
未
来
の

発
展
の
た
め
に

【衛生費】� 4,922万円
▶火葬場建設事業

【総務費】　　　　　　　　　　�� 41万円
▶幸福度指標・事業調査検討事業

【教育費】　　　　　　　� 　4億9,000万円
▶かぶと山（旧神野）小学校増改築事業

■
歳
入
■

■
歳
出
■

れ
ま
で
と
大
き

く
変
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
決

算
額
は
合
併
以

降
、
最
も
低
い

額
と
な
っ
て
お

り
、
構
成
比
も

昨
年
度
と
比
較

す
る
と
０・
４ 

ポ
イ
ン
ト
の
減

少
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
は
、
自

主
財
源
の
柱
で

あ
る
市
税
の
う

ち
、
法
人
税
や

固
定
資
産
税
の

減
少
や
前
年
度

か
ら
の
繰
越
金

が
大
き
く
減
少

し
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。

　
一
般
会
計
決
算
の
歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
を
差
し
引
い
た
形
式

収
支
は
５
億
４
６
６
１
万
円
の
黒
字
で
、
こ
の
う
ち
25
年
度
へ
繰
り

越
し
た
事
業
に
必
要
な
お
金
９
８
６
１
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収

支
も
４
億
４
８
０
０
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

性
質
別
で
の

内
訳
で
は
、
人

件
費
な
ど
の
義

務
的
経
費
が
全

体
の
47
・
０
％

を
占
め
て
い
ま

す
。

　

公
債
費
は

減
少
し
ま
し
た

が
、
人
件
費
お

よ
び
福
祉
関
係

の
扶
助
費
は
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

補
助
金
や
委

託
料
な
ど
市
が

任
意
に
支
出
で

き
る
任
意
的
経

費
は
、
歳
出
全

体
の
38
・
３
％

と
な
っ
て
い
ま

す
。

  

道
路
や
河
川
、

学
校
な
ど
を
整

　

歳
入
は
、
市

税
や
使
用
料
な

ど
市
が
自
主
的

に
収
入
で
き
る

自
主
財
源
と
地

方
交
付
税
や
、

国
や
府
か
ら
交

付
さ
れ
る
補
助

金
な
ど
の
依
存

財
源
に
大
別
で

き
ま
す
。

　
自
主
財
源
は

23
・
７
％
で
全

体
の
４
分
の
１

程
度
と
な
っ
て

い
る
反
面
、
依

存
財
源
は
76
・

３
％
で
全
体

の
約
４
分
の
３

を
占
め
て
い
ま

す
。

　

自
主
財
源

の
割
合
は
、
こ

一般会計
実質収支

◆　一般会計歳入・歳出決算の状況　◆

自主財源は全体の４分の１

４
億
４
８
０
０
万
円
の
黒
字
決
算
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特集 決算
　　　　　　　　 平成 24 年度

　
歳
出
を
目
的
別
で
み
る
と
、
教
育
費
、
消
防
費
、

衛
生
費
、
総
務
費
で
は
増
加
し
た
も
の
の
、
民
生

費
、
農
林
水
産
業
費
、
土
木
費
、
災
害
復
旧
費
で

は
減
少
し
ま
し
た
。

　

増
加
し
た
費
目
の
主
な
要
因
と
し
て
、
教

育
費
で
は
、
か
ぶ
と
山
（
旧
神
野
）
小
学
校
や

久
美
浜
中
学
校
の
増
改
築
事
業
な
ど
の
増
で

７
億
８
３
４
２
万
円
（
26
・
６
％
）。
ま
た
消
防

費
で
は
、
丹
後
町
域
の
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

な
ど
の
増
で
３
億
８
４
１
５
万
円
（
31
・
８
％
）

と
大
き
く
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
減
少
し
た
費
目
の
主
な
要
因
と
し

て
、
民
生
費
で
は
、
大
宮
北
保
育
所
整
備
事

業
や
児
童
手
当
給
付
費
な
ど
の
減
少
に
よ
り
、

10
億
４
７
８
万
円
（
９・９
％
）
と
大
幅
に
減
少
し

ま
し
た
。
農
林
水
産
業
費
で
は
、
国
営
丹
後
土
地

改
良
事
業
負
担
金
な
ど
が
減
少
し
、
８
３
２
７
万

円
（
５・８
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
土
木
費
で

は
、
内
水
処
理
対
策
事
業
や
除
雪
な
ど
の
減
少
に

よ
り
、
１
億
７
９
５
３
万
円
（
７・５
％
）
の
減
、

災
害
復
旧
費
で
は
、
平
成
23
年
度
の
台
風
２
号
お

よ
び
15
号
で
被
災
し
た
農
林
水
産
業
施
設
な
ど
を

復
旧
し
た
も
の
で
、
１
億
５
１
６
２
万
円
（
40
・

４
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
全
体
で
は
、
１
億
９
９
７
３
万
円
（
０
・

６
％
）
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

土木費

▶道路橋梁維持補修事業▶除雪
対策事業▶都市公園管理▶道路
新設改良事業▶急傾斜地崩壊対
策事業▶河川維持管理事業▶市
営住宅維持管理事業▶公共下水
道事業特別会計繰出金　ほか

22億2,023万円　（�23億9,975万円）　伸率　△7.5％
農林水産業費

▶新規就農者育成事業▶松くい
虫防除事業▶漁港整備事業▶農
業体質強化基盤整備促進事業▶
農業法人誘致対策事業▶雪害支
援緊急対策事業　ほか

13億5,360万円　（�14億3,688万円）　伸率　△5.8％

災害復旧費

議会費

▶農地・農業用施設災害復旧事
業▶林業用施設災害復旧費▶公
共土木施設災害復旧費▶保健体
育施設災害復旧事業

▶議会広報事業▶議員活動･議
会渉外活動事業▶議員共済会負
担金　ほか

2億2,341万円　（�3億7,503万円）　伸率　△40.4％　
公債費

▶借入金償還元金▶借入金償
還利子▶住民参加型市場公募
債元利金支払手数料

54億932万円　（�54億4,712万円）　伸率　△0.7％　

民
生
費
の
大
幅
な
減
少
と
教
育
費
の
増
加

※�＝平成23年度　伸率＝昨年度の歳出決算からの増加率※�＝平成23年度　伸率＝昨年度の歳出決算からの増加率

◀�大鼓山線1号箇所災害復旧工
事� 5,208万円

消防費

▶消防団員報酬▶団員退職報償金▶消
防団活動運営事業▶消火栓整備事業▶
災害対策経費▶防災行政無線施設整
備事業▶通信指令業務　ほか

15億9,059万円　（�12億644万円）　伸率　31.8％

◀�消防施設整備事業� 5,935万円

◀�有害鳥獣対策事業� 4,681万円 ◀�街なみ環境整備事業�7,894万円

◀�市債を活用して整備した間人
漁港

◀�議場音響設備改修事業
　　　　　　　　　1,089万円

商工費

▶商工業経営安定利子補給
金▶信用保証料補助金▶織物
合理化設備導入支援事業補
助金▶観光協会等支援事業▶
遊海水浴場便所改修事業　ほか

10億7,245万円　（�10億3,953万円）　伸率　3.2％
民生費

▶障害福祉サービス事業▶児童手当
▶子ども医療給付費▶放課後児童健
全育成事業▶児童扶養手当▶生活保
護費支給事業▶保育所運営委託料▶
峰山統合保育所整備事業▶敬老祝い
事業　ほか

91億6,157万円　（�101億6,635万円）　伸率　△9.9％　

◀�男女共同参画推進事業� 147万円

衛生費

▶自殺予防対策事業▶母子健康支援
事業▶火葬場建設事業▶再生可能エ
ネルギー推進事業▶予防接種事業▶
総合検診▶竹野川衛生センター管理
運営事業　ほか

35億5,093万円　（� 34億5,378万円）　伸率　2.8％　

◀�健康長寿のまちづくり推進事業　
　　　　　　　　　　　　206万円

教育費

▶学校再配置事業▶小学校施設耐震
化事業▶小中一貫教育推進事業▶図
書館管理運営事業▶小・中学校、幼
稚園給食管理運営事業▶市史編さん
事業▶亳州市学生交流団受入事業　
ほか

37億2,658万円　（� 29億4,316万円）　伸率　26.6％　

◀�間人中学校体育館改築事業
� 2億 7,469万円

労働費

▶中小企業緊急雇用安定助成金
▶シルバー人材センター運営助
成事業▶地域雇用環境整備特別
対策事業

1億4,737万円　（�2億1,526万円）　伸率　△31.5％　

◀くらしとしごと寄り添い支援
事業� 2,113万円

総務費

▶合併特例措置逓減対策準備基金積立金▶広報広聴事業▶峰山庁舎サーバー室移転改修経費▶定住・交流促進事業▶幸福度指標・事業
調査検討事業▶北近畿タンゴ鉄道利用促進対策事業▶市税等賦課事務▶Ｘバンド・レーダー先進地視察、住民説明会開催経費　ほか

42億596万円　（�41億3,310万円）　伸率　1.8％

▲�ブロードバンドネットワーク運営事業
（ケーブルテレビ取材）� 3 億1,168万円

▲�丹後建国1300年記念事業
� 276万円

▲�地域集会施設整備費補助金
� 6,227万円

▲�バス運行対策事業
� 1億 538万円

◆　一般会計歳出　目的別 の主な歳出内容　◆

歳
出　
１
億
９
９
７
３
万
円
の
減

◆　一般会計歳出　目的別 の主な歳出内容　◆

　

平
成
24
年
度
末
の
一
般
会

計
市
債
（
借
金
）
残
高
は
、

４
０
９
億
５
８
６
万
円
で
、
昨
年
度

と
比
較
し
て
２
億
１
２
９
３
万
円

（
０・５
％
）
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
、
市
民
１
人
当
た
り
に
換

算
す
る
と
68
万
６
千
円
の
金
額
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
一
般
会
計
の
基
金
（
貯
金
）

残
高
は
、
66
億
４
４
６
２
万
円
で
、

昨
年
度
に
比
べ
６
億
１
８
５
９
万
円

（
10
・
３
％
）
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
普
通
交
付
税
の
合
併
特

例
措
置
の
逓て

い

減げ
ん

に
よ
る
、
急
激
な
財

源
の
減
少
に
伴
う
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
を
抑
制
す
る
た
め
、「
合
併
特

例
措
置
逓
減
対
策
準
備
基
金
」
と
合

併
特
例
債
を
活
用
し
た
「
地
域
振
興

基
金
」
に
そ
れ
ぞ
れ
５
億
円
を
積
み

立
て
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

市
民
１
人
当
た
り
の
借
金
は
約
68
万
６
千
円

逓
減
対
策
基
金
な
ど
へ
10
億
円

　 ◆　市債（借金）と基金（貯金）の状況　◆

※市民1人当たりの算出額は、平成25年3月31日現在の人口５万9,633人を基準にしています。
※「逓

てい

減
げん

」とは、数量が次第に減ること。

約 68.6万円

H22

H24

H23 411億 1,879万円

419 億 524 万円

409億586万円

平成24年度末の
市債残高

市民１人当たり

市債（借金）残高の推移（一般会計）

0 （億円）410 415 420405400

約11.1万円

H22

H24

H23

52億2,029万円

66億4,462万円

基金（貯金）残高の推移（一般会計） 平成24年度末の
基金残高

市民１人当たり

（億円）6055500 7065

60億2,603万円

2億4,515万円　（�2億9,049万円）　伸率　△15.6％　

◀�観光のまちづくり推進事業
（山陰海岸ジオパーク京丹後
市情報センター）� 1,901万円

( 前年度   68.5 万円 )

(前年度  10.0 万円 )



国保会計歳入・歳出の財政状況
　　

平
成
24
年
度
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
の
決
算
は
、
歳

入
72
億
８
１
３
６
万
円
、
歳
出

70
億
５
６
０
４
万
円
、
歳
入
歳
出
の

差
引
額
２
億
２
５
３
２
万
円
と
な

り
、
こ
の
う
ち
前
年
度
か
ら
の
繰
越

金
１
億
８
３
６
０
万
円
を
差
し
引

い
た
実
質
的
な
単
年
度
収
支
も
、

４
１
７
２
万
円
の
黒
字
（
前
年
度
比

較
１
７
３
０
万
円
増
）
に
な
り
ま
し

た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
医
療
費
な
ど
の

保
険
給
付
費
や
、
高
齢
化
に
と
も
な

う
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
支
援

金
・
介
護
保
険
へ
の
納
付
金
な
ど
の

歳
出
増
加
が
、
今
後
も
継
続
す
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
国
保
会
計
の

財
政
運
営
は
、
引
き
続
き
厳
し
い
状

況
が
続
く
も
の
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

　　

歳
入
歳
出
と
も
に
前
年
度
を
上

回
る
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
は

１
億
３
４
３
０
万
円
の
増
収
、
歳
出

は
９
２
５
９
万
円
の
支
出
増
と
な
り

ま
し
た
。

　　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
被
保

医
療
費
は
年
々
増
加
、
１
人
当
た
り
29
万
６
千
円

実
質
的
な
単
年
度
収
支
、
４
１
７
２
万
円
の
黒
字

保
険
事
業
課

☎
６
９
‐
０
２
２
０

保険給付費と1人当たりの医療費

0

億円

平成 22年度

44

45

48

47

46

27

28

31

30

29

平成 23年度 平成 24年度

万円

46億 2,723 万円
46億 7,260 万円

28万 5,695円

29万 5,531円

0

…保険給付費 …1人当たりの医療費

（年度末） Ｈ 23 Ｈ 24

世帯数 10,105 9,955

被保険者数 19,036 18,518 

うち一般 1,326 1,267

うち退職 17,710 17,251

Ｈ 23 Ｈ 24

歳 入 総 額 714,706 728,136 

歳 出 総 額 696,345 705,604 

差 引 額 18,361 22,532

単年度収支 2,442 4,172

保険税・医療費を
被保険者 1人当たりに換算すると…

DATA

京丹後市の国保加入者（平成 25 年 9 月30 日現在）　　世帯数：9,978 世帯、被保険者数：18,404 人

医療費
（支出）

H23 285,695 円 前年度比
 9,836 円の増H24 295,531円

保険税
（収入）

H23 79,489 円 前年度比
 602 円の減H24 78,887円

単位：万円 単位：世帯／人

に
比
べ
４
５
３
７
万
円
増
加
し
、
歳

出
総
額
の
約
３
分
の
２
を
占
め
る

46
億
７
２
６
０
万
円
に
上
り
ま
す
。

　　

１
人
当
た
り
の
医
療
費
は
、

前
年
度
を
９
８
３
６
円
上
回
る
、

29
万
５
５
３
１
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
医
療
の
進
歩
や
生
活
習
慣
病
に
よ

る
受
診
者
の
増
加
な
ど
、
医
療
費
は

今
後
も
増
加
傾
向
が
続
く
こ
と
が
見

込
ま
れ
、
国
保
財
政
を
圧
迫
す
る
も

の
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

　
市
で
は
今
後
も
、
医
療
費
分
析
や

医
療
費
請
求
の
審
査
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、
適
正
な
資
格
管
理
と
届
出

勧
奨
、
後
発
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
）
医

薬
品
の
普
及
促
進
な
ど
、
医
療
費
の

適
正
化
を
よ
り
一
層
推
進
し
安
定
的

な
国
保
財
政
の
運
営
に
努
め
て
い
き

ま
す
。（
16
・
17
㌻
関
連
記
事
）

険
者
数
の
減
少
な
ど
か
ら
前

年
度
を
２
３
８
１
万
円
下
回
る

14
億
９
４
９
７
万
円
と
な
り
ま
し
た

が
、
収
納
率
（
課
税
し
た
額
に
対
す

る
収
入
を
得
た
額
の
割
合
）
に
着
目

す
る
と
、
京
都
地
方
税
機
構
の
徴
収

努
力
な
ど
に
よ
り
前
年
度
を
上
回

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
人
当
た
り
の
保
険
税
額
は
、

被
保
険
者
の
所
得
の
減
少
な
ど
か

ら
、
前
年
度
を
６
０
２
円
下
回
る

７
万
８
８
８
７
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
医
療
費
や
出
産
育
児
一

時
金
、
葬
祭
費
な
ど
の
保
険
給
付

費
は
、
被
保
険
者
数
が
減
少
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
年
度

46 億 2,527 万円

27万 4,593円

厳
し
い
国
保
財
政
の
継
続

決
算
の
状
況

国
民
健
康
保
険
税
と
保
険
給
付

の
状
況

医
療
費
の
適
正
化
を
推
進

2013.119 2013.11 8

特集 決算
　　　　　　　　 平成 24 年度

解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進

未
収
金
は
９
億
２
千
万
円

　

特
別
会
計
は
、
特
定
の
収

入
（
保
険
料
や
使
用
料
な
ど
）

に
よ
り
特
定
の
事
業
を
行
う
た

め
、
一
般
会
計
と
区
別
し
て
い

る
会
計
で
す
。
本
市
に
は
13
の

特
別
会
計
が
あ
り
、
24
年
度
の

決
算
状
況
は
左
表
の
と
お
り
で

す
。

　
ま
た
企
業
会
計
は
、
地
方
公

営
企
業
法
の
適
用
を
受
け
て
そ

の
事
業
収
入
に
よ
り
経
営
を
行

う
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
会

計
で
す
。
本
市
に
は
水
道
事
業

と
病
院
事
業
の
２
つ
の
会
計
が

あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
資
本
的

収
支
は
収
入
不
足
で
す
が
、
内

部
留
保
資
金
な
ど
で
補
て
ん
し

ま
し
た
。

　
病
院
事
業
会
計
は
、
平
成
20

年
度
に
４
カ
年
計
画
で
「
市
立

病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、

最
終
年
度
と
な
る
24
年
度
も
組

織
全
体
で
業
務
改
善
を
図
り
、

徹
底
し
た
効
率
化
に
取
り
組
ん

だ
結
果
、
収
益
的
収
支
（
営
業

成
績
）
は
４
年
連
続
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。

《
国
民
健
康
保
険
・
上
下
水
道

事
業
会
計
決
算
は
９
㌻
～
11
㌻

関
連
記
事
》

病
院
事
業 

３
年
連
続
の
黒
字
決
算

13
の
特
別
会
計
も
す
べ
て
黒
字
決
算

会計名 歳入（収入） 歳出（支出） 収支差引額

特
別
会
計

国民健康保険事業 72億 8,136 70億 5,604 2億 2,532
国民健康保険直営診療所事業 4億 1,174 4億　  61 1,113
後期高齢者医療事業 6億 3,544 6億 3,050 494
介護保険事業 55億 1,415  55億　　10 1,405
介護サービス事業 6億 3,814 6億 3,196 618
簡易水道事業 11億 5,795 10億 6,813 8,982
集落排水事業 3億 8,515 3億 7,258 1,257
公共下水道事業 23億 6,889 23億 1,711 5,178
浄化槽整備事業 2億 1,571 1億 8,694 2,877  
工業用地造成事業 1億 9,840 1億 9,583 257   
宅地造成事業 4,516 8 4,508
峰山財産区 673 20 653
五箇財産区 190 9 181

（参考）　合計 188億 6,072 183億 6,017 5億　　55

会計名 収　入 支　出 収支差引額

企
業
会
計

水道事業
収益的（収支） 6 億 2,721 7 億 6,806 △ 1 億 4,085
資本的（収支） 5 億 7,711 7 億 8,787 △2 億 1,076

病院事業 収益的（収支） 61 億 8,747 59 億 6,824 2 億 1,923
資本的（収支） 7 億 9,959 10 億 9,595 △2 億 9,636

単位：万円※収益的（収支）：営業活動などに伴う収支
※資本的（収支）：建設改良事業などに伴う収支

◆  特別会計・企業会計の決算概要  ◆

　
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を

合
わ
せ
た
未
収
金
の
総
額

は
、
約
９
億
２
千
万
円
で
、

平
成
24
年
中
の
不
納
欠
損
額

は
総
額
で
１
億
３
千
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

負
担
の
公
平
性
、
財
政
の

健
全
化
の
観
点
か
ら
も
、
未

収
金
の
解
消
に
向
け
た
取
り

組
み
を
よ
り
積
極
的
に
推
進

し
ま
す
。

　

合
併
特
例
債
の
活
用
期

間
が
平
成
31
年
ま
で
５
年

間
延
長
さ
れ
た
も
の
の
、
多

く
の
行
政
課
題
が
山
積
す
る

中
で
、
将
来
を
見
据
え
限
り

あ
る
財
源
を
効
果
的
に
配
分

し
、
本
市
の
発
展
に
向
け
、

京
丹
後
市
が
一
丸
と
な
り
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

◆　財政健全化にむけて　◆

 

市監査委員　決算審査意見書 から  　＜要旨＞

　平成 24 年度は、中山市政 9
年目を迎え、本市発足 8 年間の
基礎づくりの成果と課題の上に、
市民一人ひとりの真の喜びと幸
福を感じることができる市政を
目指し「市民の皆さんを真ん中
に」の理念のもとさまざまな施
策が実行された。
　投資的経費の大型事業は、学
校及び保育所の再配置や耐震
改修などが継続して計画的に行
われ、災害復旧事業では、平成
23 年度に被災した箇所の復旧
を行った。大型事業は、市民の
大きな期待を担っていることか
ら、事業の公共性と合わせ地域
経済への波及効果を念頭に置い
た取り組みを望むものである。
　市債は、2 年連続で減少して
いることは、評価に値する。
　財政指標については、健全な
財政運営への努力が伺えるもの

の、自主財源である税収減によ
り、地方交付税を主とした依存
財源に大きく頼っている。
　自主財源である市税が 5 年
連続で減収となっている厳しい
財政状況の中、依然多額の未
収金があり、負担の公平性、財
政の健全化の観点からも、法的
措置を含めた積極的な対応を強
く望むものである。
　平成 25 年度以降も統合保育
所や新火葬場の整備、学校再
配置などで多額の予算が求めら
れる。限られた財源と職員のも
と、市民ニーズに応じた質と効
果の高い事業実施が必要であ
る。本市が発展するための取り
組みを積極的に展開し、市民生
活の基盤の充実と市民が将来
に希望を持てるよう、一層の努
力を望むものである。
　

京丹後市監査委員　東　幹夫　足達　昌久

　

平
成
19
年
６
月
施
行
の

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
の

規
定
に
よ
り
財
政
指
標
の
公

表
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
法
律
で
は
、
地
方
自

治
体
の
財
政
の
健
全
度
を
表

す
指
標
に
お
い
て
、「
早
期
健

全
化
基
準
」
ま
た
は
「
財
政

再
生
基
準
」
を
超
え
る
と
、

財
政
健
全
化
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
も
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
基
準
と
な
る
４
つ
の

指
標
の
い
ず
れ
の
数
値
も
、

健
全
化
判
断
比
率
の
基
準
内

と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
財
政
状
況
に
は
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
健
全
な

財
政
運
営
に
引
き
続
き
努
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

財
政
健
全
化
判
断
指
標
は
全
て
「
基
準
内
」

対
前
年
度
比　
実
質
公
債
費
比
率
０・３　
好
転

　
　
　
　
　
　

   

将
来
負
担
比
率
１・５　
　

増
加

健全化判断比率

25.0 35.015.4

111.7 350.0

△10.50 17.43 30.0

12.43△2.16

凡　例

20.0

良好

良好

良好

良好

黒字のため
該当なし

＜一般会計の赤字の程度＞

＜すべての会計を合算した赤字の程度＞

＜借入金の返済額やこれに準じる額の大きさ＞

＜借入金や将来的な支出が見込まれる残高を示し、
将来、財政を圧迫する可能性が高いかどうか＞

実質赤字
比　　率

連結実質
赤字比率

将来負担
比　　率

= 京丹後市　 　　= 早期健全化基準        = 財政再生基準

前年対比
0.3ポイント
好転

前年対比
1.5ポイント
増加
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（％）

（％）

（％）

（％）

黒字のため
該当なし0 15 25 30－15

実質公債
費比率

◆　財政健全化判断比率の状況　◆



下水道会計

利
用
者
の
増
加
と
利
用
者
負
担
の
見
直
し
が
課
題

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が
年
々
増
加

上 水 道・簡
易水道会計

老
朽
化
施
設
の
更
新
、
料
金
収
入
の
減
少
響
く

上
水
道
事
業
、
昨
年
度
に
続
き
赤
字
決
算

　公共下水道事業では、新たに下水道管
を３・６㌔布設し、14・９㌶供用開始す
るなど計画区域の整備をすすめるととも
に、新たな計画区域の測量・詳細設計業
務に着手しました。
　また、集落排水事業では、府の河川改
修および道路改良に伴う下水道管の移設
に着手、浄化槽整備事業では、85 基の浄
化槽を整備しました。
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終
末
処
理
場
の

         
老
朽
化
と
統
廃
合

　

現
在
、
公
共
下
水
で
５
施

設
、
集
落
排
水
で
９
施
設
の

計
14
施
設
の
処
理
場
が
あ
り
、

古
い
も
の
で
は
建
設
か
ら
20

年
が
経
過
し
て
い
る
中
で
、
そ

の
老
朽
化
対
策
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
平
成
24
年
度

か
ら
、
公
共
下
水
と
集
落
排

水
と
の
接
続
を
含
め
た
施
設

の
統
廃
合
に
つ
い
て
検
討
を

始
め
て
い
ま
す
。

　
　
下
水
道
整
備
課

　
☎
６
９
‐
０
５
５
０

上
水
道
事
業
が
昨
年
に
引
続
き

単
年
度
収
支
で
赤
字

市
の
水
道
事
業
は
、
簡
易
水
道

事
業
（
利
用
率
45
％
）
と
上
水
道
事

業
（
利
用
率
55
％
）
と
そ
れ
ぞ
れ
の

特
別
会
計
で
経
営
し
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
決
算
は
、
簡
易

水
道
事
業
で
は
、
平
成
23
年
度
の

料
金
値
上
げ
に
よ
り
、
累
積
で
は

水
道
事
業
の
今
後
の
収
支
見
込
み

　  

簡
易
水
道
お
よ
び
上
水
道
の
い

ず
れ
の
事
業
も
、
水
道
料
金
収

入
の
減
少
は
避
け
ら
れ
ず
、
ま
た

本
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
電
気
料
金

の
値
上
げ
に
よ
る
影
響
で
昨
年
の

予
測
よ
り
早
く
累
積
収
支
に
お
い

て
赤
字
に
な
る
と
予
測
し
て
い
ま

す
。（
図
２
）

下
水
道
３
会
計

多
額
の
繰
入
金
で
黒
字
を
維
持

　　

下
水
道
３
会
計
を
合
計
し
た

平
成
24
年
度
の
決
算
額
は
、
歳

入
２
９
億
６
９
７
５
万
円
、
歳
出

２
８
億
７
６
６
３
万
円
と
な
り
、

繰
越
財
源
３
２
５
万
円
を
差
し
引

い
た
実
質
収
支
は
８
９
８
７
万
円

の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
一
般
会
計
か
ら
多
額

の
繰
入
金
※
が
あ
る
た
め
で
、
そ

の
繰
入
額
も
年
々
増
加
し
歳
入
に

占
め
る
割
合
も
35
％
を
占
め
て
お

り
、
こ
の
繰
入
金
な
し
で
は
会
計

を
維
持
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
（
図
１
）。

り
ま
し
た
。

減
少
し
続
け
る
水
道
料
金

市
内
の
人
口
減
少
に
伴
い
水

道
料
金
収
入
は
減
少
し
続
け
て

い
ま
す
。
簡
易
水
道
事
業
で
は
平

成
23
年
度
の
４
月
に
料
金
値
上

げ
を
実
施
し
22
年
度
に
比
べ
、
約

４
４
０
０
万
円
の
増
収
と
な
り
ま

　

安
定
給
水
の
確
保
と
収
支
の

改
善
策

 

市
で
は
平
成
28
年
度
に
簡
易
水

道
と
上
水
道
の
統
合
を
予
定
し
て

府鳥取川河川改修に伴う下水道管移設工事

８
５
０
５
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま

し
た
。

上
水
道
事
業
で
は
、
施
設
の
更
新

に
伴
う
減
価
償
却
費
お
よ
び
不
納

欠
損
処
分
額
の
増
加
、「
料
金
収
入
」

の
減
少
な
ど
で
昨
年
に
引
き
続
き
単

年
度
の
経
常
収
支
が
赤
字
と
な
り
、

累
積
収
支
（
年
度
末
の
累
積
黒
字
）

が
前
年
度
か
ら
１
億
６
５
７
２
万
円

減
少
し
、
３
億
９
５
６
５
万
円
と
な

い
ま
す
。

　
水
道
事
業
の
施
設
の
老
朽
化
対

策
と
し
て
の
施
設
の
更
新
費
に
多

く
の
費
用
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
統
合
に
よ
る
給
水
区
域
の

抜
本
的
な
見
直
し
を
行
い
、
浄
水

場
な
ど
の
施
設
数
を
減
少
さ
せ
更

新
費
の
縮
減
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
老
朽
化
し
た
水
道
管
の

更
新
に
よ
り
、
漏
水
量
を
減
少
さ

せ
浄
水
費
用
を
減
少
さ
せ
る
な
ど

引
き
続
き
、
安
定
給
水
の
確
保
と

費
用
の
削
減
に
努
め
ま
す
が
、
水

道
料
金
収
入
の
減
少
、
電
気
料
金

の
値
上
げ
の
影
響
が
大
き
く
、
数

年
後
の
累
積
収
支
の
赤
字
は
避
け

ら
れ
な
い
も
の
と
予
測
し
て
い
ま

す
。

図1

※
一
般
会
計
繰
入
金

　

下
水
道
の
公
益
性
か
ら
一
定
の
繰

り
入
れ
が
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
。

一
方
で
、
多
額
の
繰
り
入
れ
は
、
事

業
の
受
益
者
負
担
の
原
則
か
ら
好
ま

し
く
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

永
続
的
で
安
定
し
た
下
水
道

会
計
運
営
の
た
め
に
は
利
用

者
の
増
加
と
利
用
者
負
担
の

見
直
し
が
課
題

　　

汚
水
を
処
理
す
る
た
め
に
は
、

終
末
処
理
場
の
運
転
管
理
や
下
水

道
管
の
清
掃
、
修
理
な
ど
下
水
道

施
設
の
維
持
管
理
に
多
額
の
費
用

が
か
か
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
施
設
管
理
費
お
よ
び

公
債
費
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
皆

さ
ん
に
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
下
水
道
使
用
料
で
賄
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
か

ら
使
用
料
だ
け
で
は
、
施
設
管
理

費
す
ら
賄
え
て
い
な
い
の
が
実
状

で
（
図
１
）、
こ
の
こ
と
か
ら
も
、

下
水
道
の
利
用
者
増
と
利
用
者
負

担
の
見
直
し
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
快
適
な
暮
ら
し
を
目
指
し
て

　

図
２
は
、
平
成
20
年
度
か
ら

の
５
カ
年
の
下
水
整
備
人
口
と
接

続
人
口
を
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の
で

す
。
こ
の
間
、
下
水
の
整
備
人
口

は
約
６
５
０
０
人
増
え
て
い
ま
す

が
、
接
続
人
口
は
約
５
４
０
０
人

の
増
加
で
、
接
続
率
も
３・
６
％

の
上
昇
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
公
共
下
水
道
の
接
続

率
向
上
の
た
め
、
職
員
お
よ
び
下

水
道
普
及
推
進
員
に
よ
る
戸
別
訪

問
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
利
子
補
給
金
や
浄
化
槽

か
ら
下
水
道
に
接
続
し
た
場
合
の

使
用
料
減
額
、
水
洗
化
推
進
支
援

事
業
補
助
金
を
継
続
実
施
す
る
と

と
も
に
、
同
補
助
金
に
お
け
る
65

歳
以
上
の
み
で
構
成
さ
れ
る
高
齢

者
世
帯
へ
の
加
算
な
ど
、
よ
り
接

続
し
や
す
く
す
る
た
め
の
制
度
の

充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
水
洗
ト
イ
レ
に
よ
る
生
活
環
境

の
改
善
と
公
共
用
水
域
の
水
質
保

全
の
た
め
、
公
共
下
水
道
や
集
落

排
水
が
供
用
開
始
と
な
っ
て
い
る

区
域
で
未
接
続
の
方
は
、
早
期
の

接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

平成 24 年度  主 要 事 業

図 2

　

水
道
整
備
課

　
☎
６
９
‐
０
５
８
０

　
　
　上水道事業では、網野町掛津配水池の
改良および丹後町荒木野浄水場新水源整
備、大宮町善王寺浄水場と大野池浄水場
の統合整備を実施完了しました。
　簡易水道事業では、久美浜西部簡易水
道神谷配水池新設、河梨・口馬地・奥馬
地の配水管新設、久美浜北部簡易水道湊
導水管の布設を実施しました。

図 2

図1

し
た
が
、
平
成
29
年
に
は
料
金
値

上
げ
前
の
収
入
ま
で
減
少
す
る
見

込
み
で
す
。（
図
１
）

平成 24 年度  主 要 事 業

改良工事を完了した善王寺浄水場

水道事業の累積収支見込み

簡易水道事業の料金収入の実績と予測

※平成 23年 4月から料金を値上げ

特集 決算
　　　　　　　　 平成 24 年度
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観光

Ｋ
Ｔ
Ｒ
網
野
駅
内
で
観
光
情
報
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
提
供

「
市
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設

　
本
市
の
豊
か
な
観
光
資
源
と
全
国
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
を
ス
ム
ー
ズ
に
結
び
つ
け

る
た
め
、市
内
の
観
光
情
報
を
集
約
し
、発
信
す
る「
京
丹
後
市
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
」

を
10
月
１
日
、
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
（
Ｋ
Ｔ
Ｒ
）
網
野
駅
内
に
開
設
。
観
光
客
に
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
観
光
情
報
を
提
供
す
る
拠
点
施
設
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
観
光
立
市
の
実
現
を
目
指
す
本

市
で
は
、
本
年
６
月
「
第
２
次
京

丹
後
市
観
光
振
興
計
画
」を
策
定
。

そ
の
重
点
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
つ
に
、「
観
光
推
進
体
制
の
強

化
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
開
設
し
た
「
京
丹
後

市
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
」
は
、
個

人
旅
行
の
増
加
と
、
多
種
多
様
な

要
望
に
応
え
る
た
め
、「
観
光
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
」
を
構
築
す
る

た
め
の
拠
点
施
設
で
す
。

　
10
月
１
日
に
行
わ
れ
た
開
所
式

で
は
、
市
や
府
、
観
光
関
係
機
関

な
ど
が
開
設
を
祝
い
ま
し
た
。

　

設
置
者
の
中
山
市
長
は
、「
セ

ン
タ
ー
を
拠
点
に
観
光
の
情
報

を
一
元
化
し
て
、
全
国
か
ら
訪
れ

る
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
機
能
を
果
た
し
て
い

く
、
ま
さ
に
京
丹
後
の
観
光
の

玄
関
口
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
」と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　

運
営
は
、
京
丹
後
市
観
光
協

会
（
長な

が

濱は
ま

孝た
か

次つ
ぐ

会
長
）
が
行
い
、

本
市
に
訪
れ
る
観
光
客
を
温
か

く
迎
え
、
心
の
こ
も
っ
た
“
お
も

て
な
し
”
に
努
め
、
魅
力
あ
る

観
光
地
の
形
成
に
重
要
な
役
割

を
担
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
に
は
ス
タ
ッ
フ
が
年

中
無
休
で
常
駐
し
、
チ
ラ
シ
や
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
観
光
情
報
サ

イ
ト
を
閲
覧
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

京
丹
後
型
「
新
グ
リ
ー
ン
経

済
」
を
構
築
し
、
地
域
経
済
を

活
性
化
す
る

　　
平
成
26
年
度
に
予
定
さ
れ
る
京
都

縦
貫
自
動
車
道
、
舞
鶴
若
狭
自
動

車
道
の
全
線
開
通
な
ど
、
高
速
道
路

網
な
ど
の
産
業
・
社
会
イ
ン
フ
ラ
が

飛
躍
的
に
向
上
す
る
状
況
に
備
え
、

伝
統
的
な
産
業
基
盤
の
維
持
・
発
展

と
今
の
産
業
を
守
り
生
か
す
こ
と
を

基
礎
と
し
な
が
ら
、
豊
か
な
自
然
環

境
や
諸
特
色
を
活
用
し
て
地
域
の
成

長
・
発
展
を
促
す
新
た
な
経
済
の
仕

組
み
、
京
丹
後
型
「
新
グ
リ
ー
ン
経

済
」
を
構
築
し
、
地
域
経
済
の
活
性

化
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
　
　

ー  

新
た
な
取
り
組
み　
ー

新
グ
リ
ー
ン
経
済
の
構
築
を
目

指
す
未
来
開
拓
戦
略

◆
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
循

商工業

北
近
畿
新
時
代
の
到
来
を
見
据
え
「
京
丹
後
市
新
経
済
戦
略
」
を
策
定

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
１
０
０
」
提
案
・
実
行
へ

　
９
月
制
定
の
京
丹
後
市
商
工
業
総
合
振
興
条
例
と
あ
わ
せ
て
、
こ
の
ほ
ど
「
京
丹
後

市
新
経
済
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
戦
略
で
は
、
１
０
０
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
の
提
案
、
商
工
業
振
興
や
企
業
立
地
推
進
の
基
本
方
向
、
具
体
的
施
策
な
ど
を
取
り

ま
と
め
て
い
ま
す
。
10
月
か
ら
は
、
企
業
立
地
に
関
す
る
新
た
な
助
成
制
度
を
設
け
る

な
ど
、
戦
略
に
基
づ
く
施
策
の
実
行
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

丹後機械工業協同組合等と共同で「第
16回関西・機械要素技術展」に出展

観光

観
光
誘
客
に
向
け
た
戦
略
的
な
情
報
発
信
を
企
画
立
案

新
た
に
観
光
分
野
の
専
門
委
設
置

　本市の地域資源を
活用し、都市部への
戦略的な情報発信を
通じた観光振興をは
じめ、地域経済活性
化モデルを開発する
ため、新たに観光分
野における専門委員
を設置。委員には、
株式会社よしもとク
リエイティブ・エー

ジェンシー（大阪市）の竹中功専務を委嘱し
ました。
　任期は平成 26 年 3 月 31 日まで。
　市では、平成 26 年度の京都縦貫自動車道
や舞鶴若狭道の全線開通を見据え、府が実施
する「海の京都構想」とも連携しながら、本
市独自のエッセンスをもった情報発信と映画
制作の撮影誘致による知名度・イメージアッ
プに向けた取り組みなどを検討・実施してい
きます。

■ プロフィール
 1959 年大阪市生まれ。1981年に吉本興業入社。
広報担当を務め、雑誌『マンスリーよしもと』の
編集長も兼務。NSC（吉本総合芸能学院）のプ
ロデュースにも携わる。そのほか、映画の製作
や講演、執筆活動など多方面で活躍している。

【新任】
（株）よしもとクリエイ
ティブ・エージェンシー

専務  竹中　功
いさお

 さん

※
セ
ン
タ
ー
開
設
に
伴
い
、
こ
れ

ま
で
ア
ミ
テ
ィ
丹
後
内
に
あ
っ
た

市
観
光
協
会
事
務
局
も
網
野
駅
内

に
移
転
し
ま
し
た
。

観光案内の様子（ＫＴＲ網野駅内の情報センター
窓口で）

安全・安心

Ｘ
バ
ン
ド
・
レ
ー
ダ
ー
配
備
に
伴
い

基
地
対
策
室
を
設
置

　
本
市
の
航
空
自
衛
隊
経
ヶ
岬
分
屯

基
地
に
Ｘ
バ
ン
ド
・
レ
ー
ダ
ー
が
配

備
さ
れ
る
計
画
に
伴
い
、10
月
１
日
、

丹
後
庁
舎
内
（
２
階
）
に
基
地
対
策

室
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
同
室
で
は
、
基
地
配
備
に
関
す
る

疑
問
や
不
安
な
ど
、
市
民
の
身
近
な

相
談
窓
口
業
務
、
ま
た
環
境
周
辺
の

整
備
な
ど
に
関
し
、地
元
を
は
じ
め
、

国
や
府
、
関
係
機
関
と
連
絡
調
整
を

行
い
ま
す
。

　
　

総
務
課
基
地
対
策
室

　
　
☎
６
９
‐
０
０
１
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観光ワンストップ窓口
　円滑な観光客の受け入れ、また観

光情報の提供を行うため、あらゆる

市内観光情報を提供可能なコンシェルジュ業務

と、市内の宿泊・飲食業者、各種着地メニュー

の事業主体（地元）と、観光客や旅行会社等（外

部）とをつなぐ

機能をもった窓

口です。

センターの開設を祝いテープカットを行う関係者

市観光情報センター（市
観光協会内）☎６2‐630０

環
を
経
済
活
動
に
展
開

ー
バ
イ
オ
マ
ス
や
太
陽
光
な
ど
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
の
地
域

全
面
展
開
な
ど
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

産
業
を
地
域
に
築
き
、
環
境
と
経
済

の
両
立
と
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

◆
京
丹
後
型
「
農
商
工
観
連
携
」
の

推
進ー

商
工
業
と
農
林
漁
業
、
観
光

を
か
ら
め
た
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
の
新
展

開
や
新
し
い
産
業
創
出
を
目
指
し
ま

す
。

◆
京
丹
後
型
「
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
」

の
創
造

ー
本
市
の
豊
か
な
自
然
環
境
や
食

の
魅
力
を
生
か
し
、
快
適
な
居
住
・

生
活
環
境
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

充
足
し
た
通
信
イ
ン
フ
ラ
網
を
活
用

し
た
「
テ
レ
ワ
ー
ク
」
環
境
を
整
備

し
、
起
業
家
、
職
場
誘
致
な
ど
を
推

進
し
ま
す
。

企
業
立
地
推
進
の
た
め
の
施
策

を
大
幅
拡
充

◆
企
業
誘
致
成
功
報
酬
制
度
「“
勝

手
に
”
国
民
全
員
営
業
マ
ン
活
動
」

ー
市
外
の
企
業
で
、
対
象
業
種
に

係
る
事
業
所
の
新
設
を
予
定
し
て
い

る
企
業
に
関
す
る
情
報
を
提
供
い
た

だ
き
、
市
が
そ
の
企
業
の
誘
致
に
成

功
し
た
場
合
に
、情
報
提
供
者
に「
企

業
誘
致
成
功
報
奨
金
」
を
支
払
い
ま

す
。ー

報
酬
金
額　
最
高
１
０
０
０
万

円
（
立
地
企
業
の
市
民
正
規
雇
用
人

数
に
よ
り
金
額
を
算
定
）

◆
企
業
立
地
助
成
金
、
奨
励
金
、
奨

励
品
の
交
付

ー
市
独
自
と
し
て
は
全
国
最
大

級
、
総
額
最
大
80
億
円
の
支
援
を
行

い
ま
す
。（
立
地
に
伴
い
生
じ
る
固

定
資
産
税
額
や
市
民
正
規
雇
用
人

数
に
よ
っ
て
算
定
）

ー
対
象
業
種
は
製
造
業
の
ほ
か
、

製
造
業
類
似
産
業
、
運
輸・倉
庫
業
、

情
報
関
連
産
業
な
ど
に
拡
大
し
、
投

資
規
模
な
ど
の
対
象
要
件
は
大
き
く

緩
和
し
ま
す
。

◆
企
業
立
地
支
援
専
門
家
派
遣
制
度

ー
京
丹
後
市
に
初
め
て
立
地
さ
れ

る
企
業
に
対
し
、
企
業
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
、
専
門
家
に
よ
る
立
地
に
向
け

た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

効
果
的
な
企
業
立
地
推
進
に
向
け
て

　
森
本
工
業
団
地
を
は
じ
め
市
内
事

業
用
地
へ
の
企
業
立
地
の
推
進
、
な

ら
び
に
市
内
企
業
と
市
外
企
業
と
の

よ
り
効
果
的
な
事
業
連
携
の
推
進
の

た
め
、
第
16
回
「
関
西
・
機
械
要
素

技
術
展
」（
10
月
２
～
４
日
・
イ
ン

テ
ッ
ク
ス
大
阪
）に
出
展
し
ま
し
た
。

　
拡
充
し
た
企
業
立
地
支
援
策
の
周

知
な
ど
を
図
り
つ
つ
企
業
誘
致
活
動

を
行
う
と
と
も
に
、
機
械
金
属
産
業

の
集
積
や
技
術
力
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
を

基 

本 

理 

念

行
い
ま
し
た
。

※
「
京
丹
後
市
新
経
済
戦
略
」
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

　

商
工
振
興
課

　
　
☎
６
９
‐
０
４
４
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「
個
別
補
助
金
等
見
直
し
方
針
」
を
策
定

２
１
３
補
助
金
の
見
直
し
を
実
施

こ
の
た
め
、
統
一
基
準
に
よ
っ
て
歳

出
の
総
額
抑
制
を
図
る
と
と
も
に
、

補
助
金
等
の
公
益
性
と
適
切
な
執
行

を
確
保
す
る
た
め
、
昨
年
９
月
「
補

助
金
等
に
関
す
る
基
本
方
針
」
を
策

定
。
こ
の
方
針
に
基
づ
い
て
、
こ
の

ほ
ど
『
個
別
補
助
金
等
見
直
し
方
針
』

　
補
助
金
は
、
行
政
目
的
を
効
果
的

か
つ
効
率
的
に
達
成
す
る
上
で
、
大

き
な
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
一
方
で
、
一
度
交
付
さ
れ
る
と
、

長
期
化
・
固
定
化
に
よ
り
既
得
権
化

し
て
し
ま
う
傾
向
に
あ
る
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
市
は
こ
の
ほ
ど
、
昨
年
９
月
に
策
定
し
た
「
補
助
金
等
に
関
す
る
基

本
方
針
」
に
基
づ
き
、
市
が
交
付
す
る
個
々
の
補
助
金
等
の
見
直
し
内

容
を
示
す
「
個
別
補
助
金
等
見
直
し
方
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

個
別
補
助
金
等
見
直
し
方
針
で

は
、
市
の
裁
量
で
見
直
し
が
で
き
る

補
助
金
、
交
付
金
及
び
利
子
補
給
金

に
つ
い
て
、
各
補
助
金
の
公
益
性
、

有
効
性
、
支
出
根
拠
と
な
る
例
規
の

有
無
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら

そ
の
妥
当
性
を
検
討
し
、
個
々
の
補

助
金
の
見
直
し
の
方
向
性
と
実
施
年

度
を
定
め
ま
し
た
。

　

見
直
し
の
対
象
と
し
た
補
助
金

は
２
１
３
補
助
金
で
す
。
公
益
性
や

必
需
性
が
薄
れ
て
い
る
も
の
、
対
象

事
業
が
終
了
す
る
も
の
、
他
の
費
目

で
の
支
出
に
見
直
す
も
の
な
ど
に
つ

い
て
は
「
廃
止
」
し
、
他
の
制
度
と

の
統
合
に
よ
り
再
構
築
す
る
も
の
は

「
統
合
」
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
補
助
金
の
助
成
目
的
や
対

象
と
す
る
経
費
、
助
成
率
等
が
不
明

確
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
交
付
の
根

拠
と
な
る
要
綱
等
を
制
定
・
改
正
す

る
こ
と
に
よ
り
こ
れ
ら
を
明
確
に
す

る
と
と
も
に
、
助
成
率
は
原
則
と
し

て
３
分
の
２
以
下
に
す
る
、
全
て
の

助
成
制
度
に
終
期
を
設
け
る
な
ど
、

制
度
の
「
見
直
し
」
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
個
別
補
助
金
等

見
直
し
方
針
に
示
し
た
実
施
年
度
を

目
標
に
、
各
補
助
金
の
見
直
し
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

※
「
個
別
補
助
金
等
見
直
し
方
針
」

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
市
政
・
情

報
公
開
「
行
財
政
改
革
」
の
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

行
財
政
改
革
推
進
課

☎
６
９
‐
０
０
５
０

補助金所管部局 補助金数

見直しの方向性

廃止
廃止又
は根本

的見直し

廃止又
は見直し

統合又
は見直し 見直し 継続

企画総務部 10 1 - - - 4 5
市民部 17 6 - - - 7 4
医療部 4 - - - - 4 -
健康長寿福祉部 38 5 - 1 - 19 13
農林水産環境部 59 5 - 7 - 36 11
商工観光部 39 4 1 10 1 21 2
建設部 6 2 - - - - 4
上下水道部 6 1 - - - - 5
教育委員会事務局 33 6 1 4 3 15 4
消防本部 1 - - - - - 1

合計 213 30 2 22 4 106 49

補助金所管部局ごとの見直しの方向性（補助金数）

＜用語説明＞
「廃止」：当該助成制度を廃止するもの
「根本的見直し」：制度や関係施策の在り方を含め根本的に見直すもの
「統合」：当該助成制度を他の助成制度と統合するもの
「見直し」：当該助成制度を見直すもの
「継続」：当該助成制度を継続するもの（ただし、新たに設ける制度終
期の到来時には見直しを検討）

広域連携

丹
後
・
但
馬
地
域
の
発
展
に
向
け
豊
岡
市
と
合
同
会
議

コ
ウ
ノ
ト
リ
、
公
共
交
通
利
用
な
ど
意
見
交
換

　

兵
庫
県
豊
岡
市
と
京
丹
後
市
が

府
県
を
越
え
て
広
域
的
な
連
携
を
図

り
、
丹
後
・
但
馬
地
域
の
一
体
的
な

発
展
を
目
指
す
た
め
の「
京
丹
後
市・

豊
岡
市
合
同
会
議
」
が
10
月
９
日
、

豊
岡
市
役
所
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
年
で
８
回
目
を
迎
え
た
会
議
に

は
、
両
市
長
を
は
じ
め
幹
部
職
員
ら

29
人
が
出
席
。中
貝
豊
岡
市
長
は「
お

互
い
の
顔
を
合
わ
せ
て
議
論
を
す
る

こ
と
は
と
て
も
大
切
。
両
市
の
課
題

解
決
に
向
け
お
互
い
刺
激
に
な
れ

ば
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
、
中
山
市
長

は
「
来
年
度
に
は
京
都
縦
貫
自
動
車

道
お
よ
び
舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
が
つ

な
が
り
、
京
都
や
名
古
屋
、
北
陸
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
が
非
常
に
良
く
な
る
。

ま
す
ま
す
但
馬
と
丹
後
が
一
体
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
、
交
通
ア

ク
セ
ス
の
改
善
と
相
ま
っ
て
日
本
中

に
魅
力
を
よ
り
強
く
打
ち
出
せ
る
こ

と
に
つ
な
が
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
災
害
時
の
相
互
応
援

協
定
の
実
施
状
況
な
ど
３
項
目
に
つ

い
て
報
告
、
共
通
の
課
題
と
し
て
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
も
す
め
る
さ
と
づ
く
り

に
つ
い
て
や
公
共
交
通
の
利
用
促
進

な
ど
、
４
項
目
に
つ
い
て
取
り
組
み

状
況
を
報
告
し
、
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
今
年
度
よ
り
、
両
市

の
新
し
い
取
り
組
み
を
紹
介
し
、
今

後
の
さ
ら
な
る
連
携
に
向
け
情
報
交

換
し
ま
し
た
。

合同会議の様子（豊岡市役所で）

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
生
活
困
窮
者
が
増
え
続
け
る
中
、

２
０
１
５
年
か
ら
国
が
実
施
し
よ
う
と
す
る
「
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
法
」
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
よ
う
と
、
日

本
労
働
者
協
同
組
合
連
合
会
が
企
画
し
た
も
の
で
、
労

協
組
合
員
や
自
治

体
、
社
協
職
員
ら
約

３
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、“
誰
一

人
置
き
去
り
に
し
な

い
、
オ
ー
ル
フ
ォ
ー
ワ

ン
の
ま
ち
づ
く
り
”
を

掲
げ
る
本
市
の
取
り

組
み
と
し
て
、
そ
の

柱
と
な
る
『「
く
ら
し
」

と
「
し
ご
と
」
の
総
合

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
』
の
開
設
や
利
他
の
喜
び
の
充
実
、

市
民
総
幸
福
の
最
大
化
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に

つ
い
て
発
表
。
ま
た
一
般
就
労
が
困
難
な
人
の
中
間
的
就

労
※
に
関
し
て
、
本
市
の
農
地
・
農
業
を
絡
め
た
新
た
な

構
想
を
述
べ
ま
し
た
。

※
「
中
間
的
就
労
」
と
は
、
一
般
的
な
職
業
に
就
く
「
一

般
就
労
」
を
た
だ
ち
に
目
指
す
の
が
困
難
な
人
が
、
本
格

的
な
就
労
に
向
け
た
準
備
段
階
と
し
て
、
公
的
支
援
も
受

け
な
が
ら
、
日
常
生
活
で
の
自
立
や
社
会
参
加
の
た
め
に

働
く
こ
と
が
で
き
る
就
労
機
会
の
こ
と　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
本
市

の
取
り
組
み
を
発
表
す
る
中
山
市

長
（
明
治
大
学
で
）

　
「
仲
間
と
共
に
、
仕
事
を
お
こ
し
、
地
域
を
つ
く
る
、
生
活

困
窮
者
支
援
・
中
間
的
就
労
の
制
度
化
を
見
据
え
て
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
「
自
立
・
就
労
支
援　
社
会
化
推
進
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
が
10
月
５
日
、
明
治
大
学
（
東
京
都
）
で
開
催
さ
れ
、

中
山
市
長
が
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
パ
ネ
ラ
ー
と
し

て
登
壇
。
本
市
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

福祉
「自立・就労支援　社会化推進フォーラム」に中山市長が出席

生活困窮者・就労支援策など発表

福祉

自
殺
の
な
い
社
会
づ
く
り
市
区
町
村
会
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会（
京
都
会
場
）

消
費
増
税
を
受
け
た
「
い
の
ち
」
を
守
る
緊
急
要
望
を
採
択

　
全
国
２
６
２
の
市
区
町
村
と
10
府
県
で
構
成
す
る
「
自
殺
の
な
い
社
会
づ
く
り
市
区

町
村
会
」（
事
務
局
・
京
丹
後
市
）
の
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
（
京
都
会
場
）
が
10
月
10
日
、

京
都
市
内
で
開
か
れ
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
、
国
に
提
出
す
る
『
国
民
の
「
い
の
ち
」
を

守
る
自
殺
総
合
対
策
の
抜
本
的
充
実
に
関
す
る
緊
急
要
望
』
が
採
択
さ
れ
た
ほ
か
、
各

自
治
体
の
自
殺
対
策
に
関
す
る
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
国
内
の
自
殺
者
数
は
、
平
成
10
年

に
急
増
し
、
年
間
３
万
人
を
超
え
ま

し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
平
成
９
年

４
月
に
消
費
税
が
増
税
さ
れ
、
景
気

の
後
退
と
と
も
に
倒
産
件
数
や
失
業

者
が
増
加
す
る
な
ど
の
社
会
経
済
状

況
の
激
変
が
要
因
の
一
つ
で
は
な
い

か
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
政
府
が
決
定
し
た
平

成
26
年
４
月
か
ら
消
費
税
率
の
引
き

上
げ
に
伴
い
、
広
く
経
済
的
・
社
会

的
に
弱
い
立
場
の
人
た
ち
に
さ
ま
ざ

ま
な
負
の
影
響
が
出
て
、
自
殺
の
リ

ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
で
は
、
こ
の
消

費
税
増
税
決
定
を
受
け
、
急
き
ょ
同

会
世
話
役
の
中
山
市
長
が
『
国
民

の
「
い
の
ち
」
を
守
る
自
殺
総
合
対

策
の
抜
本
的
充
実
に
関
す
る
緊
急
要

望
』
に
つ
い
て
、
趣
旨
等
の
説
明
を

行
い
、本
要
望
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
要
望
の
内
容
は
、
自
治
体
が
実
施

す
る
自
殺
対
策
事
業
の
た
め
の
恒
久

的
な
基
金
の
設
置
▼
都
道
府
県
を
越

え
た
対
策
事
業
の
た
め
の
財
源
の
用

意
▼
具
体
的
な
自
殺
対
策
を
官
民
が

連
携
し
て
構
造
的
に
進
め
、
計
画
す

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
人
権
擁

護
委
員
の
木
本
博
さ
ん
が
退
任
さ

れ
、
新
た
に
河か

わ

田だ

秀
樹
さ
ん
（
峰

山
町
白
銀
）
が
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
嘱
状
伝
達
式
は
、
10
月
２
日

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

人
権
擁
護
委
員
に
河
田
秀
樹
さ
ん

人権

国に対する要望について趣旨説明を
受ける参加者（京都府医師会館で）

る
場
の
常
設
な
ど
。

　
ま
た
、
研
修
会
で
は
自
殺
対
策
に

係
る
実
践
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

の
事
例
を
紹
介
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

で
は
、
自
殺
対
策
に
つ
い
て
の
重
要

性
を
改
め
て
認
識
す
る
と
と
も
に
、

国
、
地
方
を
あ
げ
て
、
ま
す
ま
す
住

み
や
す
い
、
命
が
大
切
に
さ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
、
世
の
中
づ
く
り
に
向
け

て
の
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、
各

自
治
体
の
現
状
や
課
題
な
ど
に
つ
い

て
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

に
市
役
所
峰
山
庁
舎
で
あ
り
、
法

務
大
臣
の
委
嘱
状
が
廣
瀬
久
夫
京

都
地
方
法
務
局
京
丹
後
支
局
長

か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
平
成
28
年
９
月
30
日

ま
で
の
３
年
間
で
す
。
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ガイド

年　度 被保険者数 受診件数 受診日数 医療費の総額 一件当たりの
医　 療　 費

一人当たりの
医　 療　 費

　 人 件 日 千円 円 円

21 年度 20,914 188,010 345,393 5,501,707 29,263 263,063 
22 年度 20,240 186,298 336,214 5,557,763 29,833 274,593 
23 年度 19,523 184,909 329,280 5,577,625 30,164 285,695 
24 年度 18,877 181,243 317,899 5,578,748 30,780 295,531 

年齢階層（歳） 0 ～ 9 10 ～ 19 20 ～ 29 30 ～ 39 40 ～ 49 50 ～ 59 60 ～ 69 70 ～ 74
一人当たり医療費（円） 128,516 84,698 76,772 109,206 189,681 166,151 331,825 418,078 

疾 病 分 類 項 目 受診件数の
順 位

一人当たりの
医 療 費 順 位

受診件数
（件）

受診日数
（日）

医療費総額
（千円）

一人当たりの
医 療 費（ 円 ）

循環器系の疾患 1（2） 1（2） 27,451 46,587 826,709 43,897 
消化器系の疾患 2（3） 3（4） 25,172 52,848 544,962 28,937 
損傷、中毒およびその他の外因の影響（骨折、捻挫など） 3（1） 4（1） 16,543 36,328 468,033 24,852 
内分泌、栄養および代謝疾患 4（4） 5（5） 16,039 27,536 463,412 24,606 
呼吸器系の疾患 5（5） 9（8） 11,707 18,673 221,117 11,741 
筋骨格系および結合組織の疾患（関節炎など） 6（6） 6（6） 11,538 27,859 411,584 21,854 
眼および付属器の疾患 7（7） 11（11） 9,324 13,195 176,802 9,388 
新生物（がんなど） 8（8） 2（3） 6,302 18,589 684,302 36,335 
精神および行動の障害 9（10） 7（7） 5,964 25,090 301,447 16,006 
皮膚および皮下組織の疾患 10（9） 14（14） 4,972 7,277 50,868 2,701 
感染症および寄生虫症 11（11） 12（12） 4,018 8,940 125,246 6,650 
神経系の疾患 12（12） 10（10） 3,863 11,085 214,369 11,383 
腎尿路生殖器系の疾患 13（13） 8（9） 3,747 10,254 234,252 12,438 
症状、徴候および異常臨床所見・

　　　異常検査所見で他に分類されないもの 14（14） 13（13） 1,590 3,771 65,874 3,498 
その他 - - 2,612 5,191 89,299 4,742 

合    　　 計 　 　 150,842 313,223 4,878,276 259,028 

医
療
費
総
額
は
増
加
傾
向

　
【
表
１
】
は
、
京
丹
後
市
国
民
健
康
保

険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
医
療
費

な
ど
の
推
移
を
示
し
て
い
ま
す
。「
医
療

費
の
総
額
」「
一
件
当
た
り
の
医
療
費
」「
一

人
当
た
り
の
医
療
費
」
は
、
昨
年
と
同
様

に
い
ず
れ
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
京
丹
後
市
国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
増

加
の
要
因
は
、
昨
年
検
証
し
ま
し
た
と
お

り
（「
広
報
き
ょ
う
た
ん
ご
」
平
成
24
年

10
月
号
）、
主
た
る
医
療
の
対
象
が
〝
急

性
疾
患
”
か
ら
、
長
期
の
療
養
を
要
す
る

が
ん
や
高
血
圧
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習

慣
病
と
い
わ
れ
る
〝
慢
性
的
な
病
気
”
な

ど
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
（
疾
病
構
造
の

変
化
）
の
ほ
か
、
医
学
の
進
歩
に
よ
る
新

し
い
医
療
技
術
や
検
査
、
新
薬
の
使
用
な

ど
の
「
医
学
、
医
療
技
術
の
進
歩
」
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
次
項
の
「
参
考
デ
ー
タ
」
か
ら
も
見
受

け
ら
れ
る
と
お
り
、
京
丹
後
市
国
民
健
康

保
険
で
は
、
受
診
件
数
に
お
い
て
も
、
一

人
当
た
り
の
医
療
費
の
額
に
お
い
て
も
、

上
位
に
は
生
活
習
慣
病
が
多
く
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
【
表
２
】
は
、
平
成
24
年
３
月
か
ら
平

成
25
年
２
月
分
の
一
人
当
た
り
の
医
療
費

を
、
年
齢
階
層
別
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
、
年
を
取
る
に

　世界保健機関（WHO）によって公表された「疾病
及び関連保健問題の国際統計分類」によると、疾病は
19項目に分類されます。下表は、京丹後市国民健康
保険における平成24年度の疾病分類項目別の状況で
す。上位14位までを示しています。
　昨年と順位はわずかに変動したものの、相変わらず
高血圧性疾患などの「循環器系の疾患」、歯周病や胃

炎などの「消化器系の疾患」、糖尿病などの「内分泌、
栄養および代謝疾患」、がんなどの「新生物」など、
生活習慣病の多くや、骨折や捻挫などの「損傷、中毒
およびその他の外因の影響」が上位を占めています。
　がんなどの「新生物」については、受診件数は昨年
と変わらず8位ですが、一人当たりの医療費順位では
昨年の3位から2位に上昇しています。

京丹後市国民健康保険 　医療費の状況
京丹後市国民健康保険 疾病の状況

　平成 24年度の京丹後市国民健康保険の医療費の状況がまとまりました。京丹後市国
民健康保険では、医療費の総額が年々増加しています。被保険者数が年々減少してい
るものの、一方で一人当たりの医療費が年々増加し、医療費の総額を押し上げています。

つ
れ
て
高
く
な

る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。こ
れ
は
、

高
齢
に
な
る
と

生
活
習
慣
病
な

ど
の
慢
性
的
な

病
気
に
か
か
り

や
す
く
な
る
た

め
で
す
。

　
ま
た
、
10
歳
未
満
の
子
ど
も
は
、
け
が

な
ど
の
損
傷
や
、
風
邪
・
ぜ
ん
そ
く
な
ど

の
呼
吸
器
系
の
疾
病
に
か
か
る
こ
と
が
多

く
、
若
年
層
の
中
で
も
医
療
費
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。　

意
識
を
も
っ
て
生
活
習
慣
を
改
善

　
病
気
に
対
す
る
治
療
と
同
様
に
、
予
防

も
大
切
で
す
。
一
人
一
人
が
食
事
や
運
動
、

飲
酒
や
喫
煙
な
ど
の
生
活
習
慣
に
目
を
向

け
、
自
分
の
体
を
自
ら
で
守
ろ
う
と
い
う

予
防
意
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
京
丹
後
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
特
定

健
診
や
保
健
指
導
、
各
種
ド
ッ
ク
事
業
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
を

有
効
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
日
々
の
食

生
活
の
改
善
、
適
度
の
運
動
が
生
活
習
慣

病
な
ど
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。
日
ご

ろ
か
ら
健
康
へ
の
意
識
を
持
ち
、
健
康
の

維
持
、
増
進
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

　下のグラフは、疾病分類別（医療費の上位5位）の一
人当たりの医療費の状況を年齢階層別に示しています。各

疾病とも特に中高年齢層から医療費の増加が顕著になっ
ています。

※ 数値は、疾病の分類が可能な入院・入院外（歯科を含む）の合計。受診件数の順位および一人当たりの医療費順位のカッコ内は、昨年度の順位

保
険
事
業
課

☎
６
９
‐
０
２
２
０

国保だより
きょうたんご

（参考資料：京都府国民健康保険団体連合会医統５号）

※被保険者数は平均被保険者
数。また件数は、被保険者が
受診した医療機関などの総数
（療養費・移送費は除く）
※各年度の数値は、3月～翌年
2月診療分

【表２】年齢階層別の一人当たりの医療費の状況（平成 24 年 3 月～平成 25 年 2 月診療分）

【表１】京丹後市国保加入者の医療費などの年度別推移

参考データ

疾病分類項目別の状況（平成 24 年度）

10
歳
未
満
の
子
ど
も
は
、

　
　
　
　
医
療
費
高
く
な
る
傾
向
に
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市
教
育
委
員
会
は
、
昨
年
11
月
に「
京
丹
後
市
の
学
校
教
育
改

革
構
想
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
構
想
で
は
、「
小
中
一
貫
教
育
」

を
平
成
26
年
度
か
ら
順
次
導
入
し
、
平
成
28
年
度
に
は
全
て
の
小

中
学
校
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。「
小
中
一
貫
教
育
」
の
内
容
や

学
校
の
取
り
組
み
を
、
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
ま
す
。

小
中
一
貫
教
育
が
始
ま
り
ま
す

学
校
教
育
課

☎
６
９
‐
０
６
２
０

ガイド

　「
小
中
一
貫
教
育
」
と
学
力
の
向
上

　

児
童
生
徒
が
学
力
を
確
実
に
身
に
付
け

る
た
め
に
は
、
一
貫
し
た
指
導
の
も
と
で
、

系
統
的
な
学
習
を
行
う
こ
と
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
小
学
校
と
中

学
校
で
は
指
導
方
法
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
急
激
な
変
化
に
適
応
で
き
ず
に
つ
ま

ず
く
生
徒
が
出
現
す
る
な
ど
、
必
ず
し
も

一
貫
性
、
系
統
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
は

言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
小
中
一
貫
教
育
で
は
、
９
年
間
で
途
切
れ

な
く
一
人
一
人
を
指
導
す
る
仕
組
み
を
整
え

る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
の
規
範
意
識
や

社
会
性
も
継
続
的
に
育
み
ま
す
。
小
・
中

学
校
が
連
携
し
て
児
童
生
徒
の
学
習
基
盤

を
整
え
、
指
導
方
法
を
工
夫
す
る
こ
と
に
よ

り
、
今
以
上
の
学
力
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　
　

　

網
野
中
学
校
と
同
校
区
の
小
学
校
は
、

市
教
育
委
員
会
か
ら
「
小
中
一
貫
教
育
導

入
研
究
校
」
に
指
定
さ
れ
、
学
力
の
向
上

等
を
目
指
し
た
実
践
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
網
野
中
学
校
の
能の

勢せ

芳よ
し

幸ゆ
き

校
長
、

網
野
南
小
学
校
の
西に

し

垣が
き

豊と
よ

和か
ず

校
長
に
取
り

組
み
の
様
子
を
伺
い
ま
し
た
。

 

Ｑ 

網
野
中
学
校
区
の
子
ど
も
た
ち
の
学
力
は
？

　

能
勢
校
長
「
全
国
的
な
学
力
調
査
の
結

果
は
、
全
国
の
平
均
値
を
ほ
ぼ
満
た
し
て

い
ま
す
。
一
方
、
中
学
校
で
は
学
習
が
難
し

く
な
る
こ
と
な
ど
も
あ
っ
て
、
学
習
意
欲
が

低
下
し
て
い
く
生
徒
も
い
ま
す
。
家
庭
学

習
も
含
め
て
、
学
習
意
欲
を
一
層
高
め
る
こ

と
が
、
学
力
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
ま
す
」

　

西
垣
校
長
「
小
学
校
も
、
学
力
調
査
の

結
果
は
中
学
校
と
同
様
で
す
が
、
中
学
校

で
顕
著
に
な
る
学
習
意
欲
の
低
下
に
対
し

て
は
、
小
学
校
で
も
課
題
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
を
感
じ
て
い
ま
す
」

 

Ｑ 

小
中
一
貫
教
育
で
学
力
が
向
上
し
ま
す
か
？

　

西
垣
校
長
「
大
い
に
期
待
で
き
ま
す
。

学
力
の
向
上
に
は
、
学
習
意
欲
を
高
め
る

な
ど
の
授
業
の
工
夫
が
必
要
で
す
。
小
中
一

貫
教
育
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
中
学
校
区

の
全
て
の
学
校
や
教
員
が
力
を
合
わ
せ
て

授
業
づ
く
り
に
取
り
組
む
基
盤
が
整
う
と

と
も
に
、
小
中
学
校
の
９
年
間
を
継
続
し

て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
効

果
は
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
能
勢
校
長
「
落
ち
着
い
た
学
校
・
学
級

で
児
童
生
徒
が
安
心
し
て
授
業
を
受
け
る

こ
と
も
、
学
習
意
欲
を
高
め
学
力
を
向
上

さ
せ
る
た
め
に
不
可
欠
で
す
。
小
学
校
か

ら
一
貫
し
て
規
律
あ
る
学
校
生
活
に
つ
い
て

指
導
し
、
規
範
意
識
を
育
む
な
ど
、
学
習

指
導
と
生
徒
指
導
の
両
面
か
ら
系
統
的
な

取
り
組
み
を
進
め
、
学
力
の
向
上
を
目
指

し
て
い
ま
す
」

 

Ｑ 

ど
ん
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
か
？

　

能
勢
校
長
「
言
葉
の
力
を
付
け
る
、
話

を
し
っ
か
り
聴
く
、
時
間
を
守
る
な
ど
の

学
習
や
生
活
の
約
束
『
網
野
中
学
校
区　

こ
れ
だ
け
は
！
』
を
作
成
し
、
小
中
学
校

の
児
童
生
徒
、
教
員
全
員
が
徹
底
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
の
理
科
や
音
楽
科

な
ど
の
教
員
が
小
学
校
に
出
向
き
、
専
門

性
の
高
い
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
中
学
校
の
合
唱
祭
に
小
学
生
が
参
加

し
た
り
、
小
学
校
の
駅
伝
競
走
の
練
習
を

中
学
生
が
指
導
し
た
り
す
る
な
ど
の
交
流

も
、
互
い
の
学
習
や
生
活
に
対
す
る
意
欲

を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」

　

西
垣
校
長
「
中
学
生
の
頑
張
る
姿
を
見

た
り
、
中
学
校
の
先
生
の
授
業
を
受
け
た

り
す
る
こ
と
で
、
小
学
生
は
自
分
の
進
む

べ
き
姿
を
思
い
描
い
て
い
ま
す
。
意
欲
が
高

ま
り
、
学
習
す
る
力
が
伸
び
て
い
る
こ
と
を

感
じ
ま
す
」

 

Ｑ 

今
後
の
予
定
は
？

　

西
垣
校
長
「
学
力
向
上
に
は
こ
れ
ま
で

も
各
学
校
で
工
夫
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、
中
学
校
区
の
統
一
的
な
方
針
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
網
野
中

学
校
区
は
一
つ
の
学
校
だ
と
考
え
、
中
学
校

区
の
全
教
員
が
一
層
連
携
し
て
よ
り
よ
い

授
業
に
し
て
い
く
た
め
の
仕
組
み
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

能
勢
校
長
「
今
、
網
野
中
学
校
区
の
保

育
所
・
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
の
保

護
者
に
、
家
庭
生
活
や
家
庭
教
育
等
に
つ

い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
結
果
を
分
析
し
、
家
庭
学
習
の
充
実
や

保
護
者
か
ら
信
頼
さ
れ
る
中
学
校
区
づ
く

り
な
ど
を
通
し
て
、
一
層
の
学
力
充
実
に
努

め
て
い
き
ま
す
」

Vol .2

　
学
校
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

▲網野中生徒と共に駅伝練習を行い、
フォームチェックなどに汗を流す網野南小
児童たち（網野南小で１０月１１日）

●テレビや冷蔵庫は回収しません
　家電 4 品目（テレビ、冷蔵庫、洗濯機、エアコン）は
回収しません。これまでどおり、家電販売店等にて持ち
込み処理をお願いします。また、乾電池は回収できませ
んので、「有害ごみの日」にお出しください。
●費用は無料
　回収ボックスへ投入する際の費用は無料です。個人情
報等のデータは、消去してから投入してください。また、いっ
たん回収ボックスへ投入したものは返却できません。回収
したものは、国の認定を受けた事業者が分別・破砕・選
別したうえで金属資源としてリサイクルします。

●期間は平成 26年の２月28日まで
　実証事業期間は平成 25 年 11 月1日から平成 26 年 2
月 28 日です。（※実証事業終了後も使用済み小型家電の
分別回収は継続しますが、実証事業終了後は回収方法が
変わる可能性がありますので、ご了承ください）
●回収ボックスは市内17カ所に設置
　回収ボックスは、市内１７カ所に設置していま
す（下）。回収ボックスの投入口【縦 25㎝×横 60
㎝×奥行 60㎝】に入らないものは、最終処分場
へ直接持ち込んでください。

使用済小型家電の分別回収を始めます
　携帯電話やデジカメなどの小型家電の廃棄物は「都市鉱山」とも呼ばれ、有用な資源がた
くさん含まれています。このような家電をリサイクルすることによって、資源の有効活用と、
埋め立て量抑制による最終処分場の延命化を図ることができます。ぜひご協力ください。

携帯電話 電子記憶媒体 電話・FAX プリンタ ディスプレイ パソコン

電子楽器 ゲーム機 フィルムカメラ ステレオセット

アイロン・掃除機 時計 空調機器 医療電気機器器具 ドライヤー 炊飯器

回収できるのは、政令指定の２８品目

※上記のほか、【マッサージ器】【電子書籍端末】【ランニングマシン（電子表示部）】【ミシン】【園芸機器】【照明器具】
【計算機】【計測器、計量機】【こたつ、ストーブ】【電気工具】があります。

デジタルカメラ
ビデオカメラ
レコーダー

この取り組みは、環境省の「小型家電の回収リサイクル
システム構築実証事業」として実施するものです。

11/1　　　　　から

峰山市役所、峰山地域公民館、峰山クリーンセンター、峰山最終処分場
大宮市民局、大宮図書館、大宮最終処分場
網野市民局、網野地域公民館、網野最終処分場
丹後市民局、丹後地域公民館
弥栄市民局、弥栄地域公民館
久美浜市民局、久美浜図書館、久美浜最終処分場

峰 山 町：
大 宮 町：
網 野 町：
丹 後 町：
弥 栄 町：
久 美 浜 町：

投入口

60㌢× 25㌢
（奥行 60㌢）

回収ボックス設置場所

お問い合わせ：市民課（☎69-0210）

デジタル
オーディオプレーヤー
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　０歳児から保育所などに入所する前の
乳幼児とその家族が集まる峰山町荒山地
区の子育てサロン「ぽっぽ（歩・歩）クラ
ブ」（毎月第1木曜日開設）が10月３日、
同区の公民館で開かれました。
　サロンは、他地域からの転入者が多い
同地区で、母親同士の交流と憩いの場を
提供しようと昨年７月に開設したもの。子
育て経験者と子育て真っ最中の母親６人
が運営しています。
　この日は６組の親子が参加。部屋には
スタッフが子育てのときに使っていたおも
ちゃが広げられ、母親たちはおもちゃで遊
ぶ子どもを見守りながら子育ての話に花を
咲かせていました。子ども２人と参加した
池田智

とも

子
こ

さんは「このサロンでたくさんの
ママ友を作ることができました。育児のこ
とだけでなく日頃の悩みを気軽におしゃべ
りできて楽しいです」と話していました。
　スタッフの皆さんは「子育てを教えるの
ではなく、子育ての悩みや成長の感動を
一緒に分かち合える場所にしたい」と語っ
ていました。

　久美浜町の神
かみ

谷
たに

太
た

刀
ちの

宮
みや

神社の五穀豊穣を祝う秋祭りが
10月12、13日の両日、同町一区周辺で行われました。
　宵宮では、提灯で飾りをした日

ひ

和
より

神
かぐ

楽
ら

が町内を練り歩き、
街中が祭りの雰囲気に包まれました。秋晴れとなった13日
には、神谷太刀宮神社境内に５基の太鼓台が集結。担ぎ
手の青年らが太鼓台を高 と々掲げる演技奉納を披露する
と、詰めかけた観客から盛大な拍手が沸き起こりました。
　祭りを通じてまちの活性化に取り組む久美浜一区自治振
興会の東

あずま

哲
さとし

会長は「祭りは地域の誇りであり宝の一つ。観
光客がたくさん訪れるような祭りにしたい」と語っていました。

▲趣味の琴を披露する視覚障害者の奥野温子さん（左）

▲スタッフの増田さんが読む紙芝居を楽しむ親子

▶
高
々
と
太
鼓
台
を
掲
げ
る
演
技
奉
納
を
披
露
す
る
青
年
た

ち
（
久
美
浜
町
の
神
谷
太
刀
宮
神
社
で
）

子
育
て
サ
ロ
ン
「
ぽ
っ
ぽ
ク
ラ
ブ
」
で
交
流

視
覚
障
害
者
と
地
域
住
民
が
交
流

神谷太刀宮神社の秋祭りで収穫祝う
太鼓台を高々と掲げる演技で観客を魅了

峰 山 町

　大宮町奥大野出身で現代美術作家の上
うえ

前
まえ

智
ち

祐
ゆう

（神戸市）・さとかえりてんが10
月 5日、大宮ふれあい工房で始まり、油
彩や版画、炭やオガクズを使った立体型
の作品など77点が紹介されました。
　さとかえりてんは今年3月、自作133点
を本市に寄贈いただいたことをきっかけ
に、たからの杜実行委員会（田中清隆会長）
などが、郷土の偉人プロジェクトの一環と
して昨年に続き開催。今年で3回目。
　翌日、「上前智祐作品の世界」と題して
横尾忠則現代美術館の井

い

須
す

圭太郎さんが
講演を行い、細かい「点

てん

描
びょう

」の油絵を塗
り重ねたり、布と糸を素材にして縫い上げ
た「縫い」など独特の技法について解説。
上前さんの″根気強さや緻

ち

密
みつ

さ″が作品に
現れ、地道かつ着実に積み重ねていく作
風は、海外からも注目されていると紹介し、
誰でも真似できるものではないと高く評価
しました。
　また場内では、90歳を越え、なお現役
で活躍する上前さんが、幼少の頃過ごし
た丹後の思い出などインタビューに答える
様子も上映されていました。
　来場者らは、「やさしい色合いが素敵。
縫い作品はすごい迫力。作品説明を聞きた
い」などと感想を述べていました。
　11月11日まで開催。無料、水曜休館。

▲場内に展示されている縫い作品や版画を鑑賞する来場者

郷
土
の
偉
人
、
上
前
智
祐
・
さ
と
か
え
り
て
ん

「
点
描
絵
画
」「
縫
い
」
作
品
な
ど
77
点
を
紹
介

10月5日～
11月11日
大 宮 町

10月3日

10月12・13日
久美浜町

「
悩
み
や
感
動
を
分
か
ち
合
え
る
場
所
に
」

網 野 町

10月6日

「
あ
い
丹
後
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
に
3
0
0
人

　視覚障害者と地域住民の交流を目的と
した「2013あい丹後ふれあいまつり」が
10月 6日、社会福祉法人丹後視力障害
者福祉センター（網野町網野）で開かれ、
約300人の来場者でにぎわいました。
　会場では、視覚障害者や網野中学校吹
奏楽部によるステージ発表のほか、携帯
用点字機やパソコンを使った点訳、文章
を読んで録音する音訳体験教室などが行
われ、参加者は視覚障害者の生活やセン
ターの活動に対する理解を深めました。
　点訳を体験した堺奈津実さん（13）は「難
しかったけど、もっと勉強して目の不自由
な人が私たちと同じように情報を得られる
よう少しでも力になりたい」と話していま
した。

　丹後町岩木区の多目的集会施設で10月5、6日の両
日、「岩木そば花まつり」が開かれ、区内外から訪れた
約600人が打ち立ての風味豊かなそばに舌鼓を打ちま
した。
　都市部など各地のイベントで好評を得ているそばを地
元の人にも味わってもらおうと、地域の有志で組織する
岩木そば部会が主催しているもので、今年で10回目。
　網野町から友人２人と訪れた木崎美恵子さん（63）は、
「そばの太さが一本一本違うので食感が楽しい。素朴な
味でとてもおいしいです」と笑顔で話していました。

▶
打
ち
た
て
の
そ
ば
を
味
わ
う
来
場
者
た
ち

「岩木そば花まつり」に600人
風味豊かな手打ちそばに舌鼓 10 月 5・6日

丹 後 町

　平成 25 年度弥栄町地区対抗野球大会
（主催：市体育協会弥栄支部）が９月29日、
弥栄中学校、鳥取小学校の各グラウンドで
開かれ、町内 7地区が優勝を目指して激
闘を繰り広げました。
　同大会は、今年で53回目となる伝統行
事となっています。
　試合では、真夏日となった炎天下の中で、
高校生から60 歳を越えるベテランまで約
100人の選手が参加することもあり、ベン
チワーク（ベンチからの指示）が勝敗を分
けることも。各チームは、選手を上手に交
替しながら最大３試合を戦い抜きました。
　決勝戦は黒部対溝谷。総力戦の末、９
対７で黒部地区が優勝しました。
　選手の家族など、詰めかけたギャラリー
からは温かい拍手が送られていました。
　黒部チームで監督を務めた吉岡稔さんは
「若手やベテランみんなが汗をかきながら
協力して掴んだ優勝なので、とてもうれし
いです」と話していました。

弥
栄
町
の
野
球
大
会
に
選
手
１
０
０
人

9月29日
弥 栄 町

町
内
７
地
区
が
投
打
で
激
闘

▲決勝戦で力の限り戦う選手たち（黒部対溝谷）
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生活リズムを見直して快適な睡眠を
　
梅
本
さ
ん
は
「
自
然
の
恵
み
を
受

け
て
、
健
康
で
お
い
し
い
野
菜
を
育

て
、
自
然
に
恩
返
し
す
る
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
農
薬
や
肥
料
を
一
切
使
用
せ

ず
、
多
品
目
の
野
菜
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。
牛
ふ
ん
や
鶏
ふ
ん
な
ど
の
動

物
性
堆
肥
で
は
な
く
、
河
川
敷
の
刈

草
や
落
ち
葉
、
も
み
殻
な
ど
、
植
物

性
堆
肥
の
み
で
の
土
づ
く
り
を
積
極

的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
よ
り
、

土
着
天
敵
（
カ
マ
キ
リ
や
ク
モ
な
ど
）

が
増
え
た
こ
と
か
ら
害
虫
被
害
も
ほ

と
ん
ど
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

梅
本
農
場
は
平
成
９
年
、
丹
後

国
営
農
地
に
就
農
。
11
年
に
市
の

認
定
農
業
者
と
な
り
、
15
年
に
エ
コ

フ
ァ
ー
マ
ー
と
し
て
認
定
を
受
け
ま

し
た
。
18
年
に
は
、
京
都
府
指
導
農

業
士
と
な
り
、
地
域
の
農
業
者
や
新

規
就
農
者
を
指
導
し
て
い
る
ほ
か
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
エ
コ
ネ
ッ
ト
丹
後
」

の
一
員
と
し
て
、
情
報
発
信
な
ど
も

　
京
都
府
で
は
、
環
境
保
全
と
農
業
に
対
す
る
府
民
の
理
解
を
深
め

る
と
と
も
に
、
有
機
農
業
な
ど
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
に
取
り
組
む

農
業
者
な
ど
の
拡
大
を
図
る
た
め
、「
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
推
進

コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

　人生の３分の１を占める睡眠は、健康な生活を送るために重要な役割を担っています。睡眠不足が続く
と、仕事や学習の能率が低下するほか、交通事故のリスクが高まります。さらに、生活習慣病やメタボリッ
クシンドローム、うつ病など、心身の病気を引き起こす原因にもなります。今回は、快適な睡眠をとるた
めのポイントを紹介します。

①毎日同じ時間に起床
　体内時計を正しく働かせるた
めに、毎日同じ時間に寝起きす
る習慣をつけましょう。
②朝の光を浴びる
　私たちの体内時計は、太陽
の光によって正しく調整されま
す。朝起きたらまず外の光を室内に取り入れ、太陽の光を浴
びて体内時計をリセットしましょう。
③朝食をしっかり食べる
　朝食をしっかり噛んで食べること
で体温が上昇し、脳と体がすっきり
目覚めます。
④適度な運動をする
　適度な運動をすることで、夜眠り
やすくなります。ウォーキングなど
少し汗ばむ程度の運動をしましょ
う。
⑤夜は強い光を避けて、寝
室環境を整える
　睡眠ホルモンのメラトニンは暗く
なると分泌し始めます。寝つきをよ
くするため、夜になったら部屋の明
かりを少し暗くして、テレビやパソ
コン、携帯電話などの操作は控えましょう。
⑥お風呂はぬるめに、ゆっくりとつかる
　39℃から41℃ぐらいのぬるめのお風呂は気分をリラック
スさせます。熱いお風呂がいいという場合は、眠る３時間前
までに入りましょう。

⑦30 分までの短い昼寝で眠気を解消する
　短い昼寝は眠気や脳の疲労を
解消するだけでなく、認知症の予
防にも効果があります。長い昼寝
はかえってぼんやりしてしまうほ
か、認知症発症の可能性が高く
なるため注意が必要です。
⑧夕方以降はカフェインの摂取を控える
　カフェイン(コーヒー、紅茶、緑茶、チョコレートなど)
は脳を覚醒させる働きがあります。眠る３時間前は摂取を
控えるようにしましょう。
⑨寝床で悩み事をしない
　疲れているときに悩んでも良い考えは浮かびにくく、不
眠につながります。
⑩寝る前にお酒を飲まない
　お酒を飲むと寝つきは良くなりますが、眠りが浅くなり
夜中に目覚める原因となります。
また、長く続けると同じ量では
寝付けなくなるため、量が増加し、
過剰摂取によるさまざまな問題
が起こりやすくなるため注意が必
要です。

京
都
府
農
林
水
産
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2013.1123

睡眠の役割
　睡眠は脳が休息するための大切な時間であり、記憶を整理
したり、免疫力を高めたりする役割があります。また、睡眠中
には成長ホルモンが分泌され、筋肉や骨が成長するほか、体
の組織の修復や疲労回復にも効果があります。

あなたの睡眠は大丈夫？　快眠のための生活習慣！10カ条

不眠が続くときは早めに受診を
　2週間以上続く不眠については、ストレス、心や体の病
気など個別の原因に応じた対処が必要です。まずは病院
の精神科などを受診し、症状をしっかり伝えて適切な治療
を受けましょう。

  

出 前 講 座「 睡 眠 と 健 康 」
　健康推進課では、睡眠と健康についての出前講
座を実施しています。地区や団体の会合、サロン
活動などでご活用ください。

  

地元産。旬の京野菜を食べよう！
『京野菜マルシェ』プレゼントキャンペーン

　京野菜の美味しさをPRする『京野菜マルシェ』を12
月11日まで実施します。スーパーマーケットなどで京
都府産の京野菜を購入し、貼り付けされた『京野菜マル
シェシール』を10枚集めて応募すると、抽選で豪華賞
品が当たります。

応募締め切り：12 月 16 日（月）
A賞：京都市内のホテルで市内産の旬野菜を味わう「お食
事会ペア招待券」50組100名様
B賞：京の逸品を送るカタログギフト「京もの愛用券」20
名様
C賞：「丹後コシヒカリ新米5㌔」15名様
D賞：「京の酒米「祝

いわい

」の酒720ml」15名様
＜丹後管内の実施店＞
　エーコープ京都あみの店・くみはま店

 府農林水産部研究普及ブランド課
（☎ 075-414-4941）

■
日
時　
11
月
30
日
（
土
）
10
時
30

分
～
16
時
30
分
、
12
月
１
日
（
日
）
10

時
～
15
時
30
分

■
場
所　
総
合
見
本
市
会
館
「
京
都

パ
ル
ス
プ
ラ
ザ
」（
京
都
市
伏
見
区
）

■
内
容　

30
日
（
土
）
午
後
、「
環

境
に
や
さ
し
い
農
業
推
進
コ
ン
ク
ー

ル
」で
梅
本
農
場
が
表
彰
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
か
ら
14
事
業
者
が
出

展
し
、
丹
後
地
域
の
特
産
物
の
販
売

や
食
事
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

【
出
展
者
】（
五
十
音
順
）

あ
ま
べ
の
里
朝
市
、
京
丹
後
茶

生
産
流
通
協
議
会
、（
有
）
京
丹

後
ふ
る
さ
と
農
園
、
し
ず
の
丘
桑

園
、
丹
後
一
好
、（
有
）
丹
後
路

た
に
う
ち
フ
ァ
ー
ム
、（
有
）
丹

後
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牧
場
ミ
ル
ク
工
房

そ
ら
、（
株
）
丹
後
水
産 

五
八
堂
、

常
吉
村
づ
く
り
委
員
会
、
野
村

牧
場
、平
井
活
魚
、フ
レ
ン
ド
リ
ー

フ
ァ
ー
ム
た
ん
ご
、米
土
ク
ラ
ブ
、

楽
農
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
農
業
経
営
者
会
議
・
学

校
給
食
小
委
員
会
に
参
加
し
、「
子

ど
も
に
お
い
し
い
丹
後
の
農
産
物
を

食
べ
さ
せ
た
い
」
と
提
案
。
こ
れ
が

契
機
と
な
っ
て
、
学
校
給
食
へ
の
食

材
提
供
が
始
ま
り
ま
し
た
。

京
都
府
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
推
進
コ
ン
ク
ー
ル

  

て
ん
と
う
む
し
畑
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
お
や
さ
い
梅
本
農
場
が
京
都
府
知
事
賞

京都府で取り組んでい
る市民生活にかかわる
事業などについて紹介
しています。

お問い合わせ・ご相談は、健康推進課（☎69-0350）

梅本農場代表の梅本 修さん（弥栄町黒部）

 
 

府
丹
後
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
２
‐
４
３
０
８
）

 
 

丹
後
広
域
振
興
局
農
林
商
工

部
企
画
調
整
室

（
☎
6
2
‐
４
３
１
５
）
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▼
10
月
号
の
表
紙
の
マ
ジ
ッ
ク
ア
ワ
ー

を
福
知
山
に
住
む
大
切
な
人
と

2
0
0
円
バ
ス
を
利
用
し
て
見
に
行

き
た
い
で
す
。

【
久
美
浜
町
・
20
代
・
女
性
】

▼
秋
良
い
季
節
で
す
ね
。
お
い
し
い
も

の
た
く
さ
ん
、
柿
、
栗
、
ブ
ド
ウ
な

ど
、
2
0
0
円
バ
ス
で
ぶ
ら
り
近
場

の
旅
い
い
で
す
ね
。
ま
た
肥
え
る
か

も
。

【
峰
山
町
・
70
代
・
女
性
】

▼
《
消
防
の
広
場
よ
り
》
福
知
山
の
事

故
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
の
扱
い
が
も
の
す

ご
く
怖
い
と
思
い
ま
し
た
。
私
も
セ

ル
フ
ス
タ
ン
ド
で
ガ
ソ
リ
ン
を
よ
く

入
れ
る
の
で
す
が
、
正
し
い
操
作
方

法
で
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
し
た
。

【
大
宮
町
・
40
代
・
女
性
】

▼
９
月
14
日
、
水
を
つ
な
ぐ
ク
リ
ー
ン

大
作
戦
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
ポ
イ

捨
て
ご
み
の
多
さ
に
驚
き
ま
す
。
空

き
缶
、
菓
子
袋
な
ど
自
分
の
ご
み
さ

え
自
分
で
処
理
し
よ
う
と
し
な
い
人

が
増
え
て
い
る
の
で
す
ね
。
ご
み
の

な
い
町
、
と
て
も
気
持
ち
が
い
い
の

に
残
念
で
す
。

【
網
野
町
・
60
代
・
女
性
】

広
報
ク
イ
ズ
の
応
募
は
が
き
か
ら

指
定
文
化
財
を
優
先
的
に
説
明
看
板

や
案
内
看
板
を
設
置
し
て
い
ま
す

▼
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
設
置
し
て
い

る
た
め
、
優
先
順
位
を
決
め
て
い
ま

す
。
旧
町
で
す
で
に
設
置
し
て
あ
る

看
板
は
、
そ
の
ま
ま
使
用
し
、
新
た

に
設
置
す
る
場
合
に
は
、
指
定
文
化

財
（
国
・
府
・
市
指
定
文
化
財
）
を

所
蔵
し
て
い
る
か
ど
う
か
で
判
断
し

て
い
ま
す
。

【
文
化
財
保
護
課
】

ご
意
見
箱
か
ら 声

み
ん
な
の

市
内
の
名
勝
旧
跡
な
ど
に
案
内
標

識
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い

▼
市
内
の
名
勝
旧
跡
な
ど
に
は
、
案
内

標
識
が
あ
る
所
と
な
い
所
が
あ
り
ま

す
。
な
ぜ
な
の
で
し
ょ
う
か
？
丹
後

王
国
Ｐ
Ｒ
の
一
環
と
し
て
も
、
丹
後

を
訪
ね
て
来
る
方
々
に
親
切
な
案
内

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
住
所
未
記
入
・
60
代
・
男
性
】

全国国民健康保険診療施設協議会
会長表彰

（
弥
栄
町
溝
谷
）

【弥栄病院看護部長】

　昭和 54 年から34 年間の長きにわ
たり看護師として活躍。平成 20 年か
らは、看護部長として部をまとめるとと
もに病院運営に尽力され、その功績が
評価されました。

  

梅
田
　
智
恵
子  

さ
ん （
57
）

夕陽と語らいの宿ネットワーク
第２回  夕 陽 と 語 ら い の 地 域 大 賞

　夕陽の景勝地として、夕日の路や夕日を
観るベンチを設置しているほか、宿泊施設
や商店などが一体となって、夕陽の画像展
示や夕陽時間の表示、夕日ヶ浦海岸への
案内など、夕陽を地域の観光資源としたさ
まざまな活動に尽力。地域全体で、夕陽
を主体にした地域づくりを行っていること
が評価されました。

網野町浜詰 夕日ヶ浦地域の皆さん

平成 25 年度
京都府市町村・地域自治功労者表彰

　地域での楽器の展示会や演奏会のほ
か、京丹後市内の幼稚園や小学校と連
携した弦楽器講座や子ども向けの朗読
コンサートを実施。音楽文化の振興に
貢献したことが評価されました。

吉
原
小
学
校
で
行
っ
た
音
楽

鑑
賞
会
の
様
子

NPO 法人音楽のまちづくり
            （理事長　田中 千穂 さん）

　地域の高齢者などが集まるサロンの
開設や、一人親同士とその子どもたち
の交流の場を提供するなど、地域の子
育て支援に尽力。その功績が評価され
ました。

一
人
親
家
庭
の
家
族
を
対
象

に
行
っ
た
地
引
網
体
験

京丹後市連合婦人会
           ( 会長　安井 美佐子 さん )

バイオディーゼル燃料を給油する野木さん

　多くの市民の協力を得て使用
済みのてんぷら油を回収し、資
源化する活動を展開。集まった
油から精製されたバイオディー
ゼル燃料（BDF）を、地元の農
家に働き掛け、トラクターなどの

燃料として農作業に使ってもら
う取り組みを推進するなど、廃
棄物の発生抑制および循環利
用に関する活動を継続的に行っ
ていることが評価されました。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
コ
ネ
ッ
ト
丹
後

  (

理
事
長　
野
木 

武  

さ
ん)

平成 25 年度
循環型社会形成推進功労者環境大臣表彰

　平成15 年度から定期的に、本市における献血実施
会場を提供し、社をあげて献血の推進に寄与。長年に
わたる功績が評価されました。

株式会社峰山鉄工所（峰山町内記）

平成 25 年度
京都府献血推進協議会会長表彰

行政相談委員
総 務 大 臣 表 彰

（
大
宮
町
周
枳
）

【行政相談委員】

　平成15 年から現在までの長きにわた
り、行政相談委員として活躍。毎月定例
相談所を開設しており、これまで250 件
以上の相談事案に対応するなど、その功
績が評価されました。

  

吉
岡
　
秀ひ

で

巳み  

さ
ん （
72
）

※夕陽と語らいの宿ネットワーク…「客室の
半数以上から夕陽を眺めることができる」な
どの条件をクリアした全国各地の26 の宿が
加盟。毎年シンポジウムなどを開催し夕陽に
よる宿づくり、地域振興を進めている。

1.	 里いもは皮をむいて、ひとくちサイズに切り、さっと茹で
てから水でゆすぎ、ぬめりをとる。

2.	 野菜は、乱切りにする。こんにゃくは、手でちぎる。
3.	 もも肉は、ひとくちサイズに切る。
4.	 鍋に野菜と里いも、水（100cc）を入れ、５分～１０分煮る。
5.	 野菜に火が通ったら、もも肉と調味料を加え、煮汁が少
なくなるまで煮る。

材料（4人前）
・里いも
・にんじん
・たけのこ
・ごぼう
・こんにゃく
・干ししいたけ
・鳥もも肉

・・・５ケ
・・・０．５本
・・・１００ｇ
・・・１本
・・・１枚
・・・４枚
・・・２００ｇ

筑
ちく

前
ぜん

煮
に

京丹後の食材で簡単レシピ

旬★感　たんごはん

調味料など
・しょうゆ
・砂糖
・お酒
・水

・・・大さじ４
・・・大さじ３
・・・大さじ３
・・・１００㏄

作り方

　里いもは、きれいに洗って土を落とし、皮が
付いたまま湯がいて冷凍しておくと、次に使うと

きに皮がツルっとむけるので、作業の手間が省けます。また、
筑前煮（煮物全般）が余ったら天ぷらにして食べましょう。意
外だけど、おでんの天ぷらもおすすめですよ。ぜひ、食べて
みてください。

サトイモ　ゴロゴロ　ゴーロゴロ

日頃から、干ししいたけは、いったん水
で戻してから冷凍保存しておくと便利です。
旨味が凝縮されるよ。使うときは解凍し
て使ってね。また、材料に、れんこんも
入れるとおいしいよ！

食生活改善推進委員

宮本	淳子	さん	（網野町）

このコーナーでは、地元の方から旬の食材を使った料理を教わり、
料理初心者の広報マンが、レシピと共に体験レポートを紹介します。

　出来立てアツアツは、里いもがトロっとしてて美味しかった
です。また、いったん冷まして時間を置くと、具材に味がよく
染みます。余った筑前煮で天ぷらも作りました。すでに味は
よく染みているので、あとは衣をつけて揚げるだけ。揚げたて
の里いもはトロトロでした！冷めてもお弁当のおかずに良さそ
うです。

1.	 里いもの皮は繊維にそって、縦にむくこと。	
手が滑りやすいので、気を付けてね！

2.	 こんにゃくは、塩で揉んでアク抜きをしましょう。	
鍋に入れる前に、軽くゆすぐこと。

3.	 煮汁が少なくなるまで煮る時に、	
５分おきぐらいに鍋をゴトゴトふって、	
味が全体に絡まるようにしましょう。

作る時のポイント

Vo l .１

教えてくれたひと 体験レポート



松井 斎
いつき

ちゃん（男の子）
８月生まれ・2,522㌘
母：香織さん　父：栄作さん

（丹後町久僧）

久
く

下
げ

 紗
さ

月
つき

ちゃん（女の子）
９月生まれ・2,784㌘
母：智

とも

美
み

さん　父：善広さん

田中 蘭
らん

乃
の

ちゃん（女の子）
９月生まれ・4,008㌘
母：友

とも

子
こ

さん　父：豊隆さん

（網野町網野）

生まれてきてくれてありがとう
　このコーナーでは、弥栄病院で赤ちゃん誕生
の瞬間を喜ぶご家族の姿を紹介します。ご応募
いただいた全ての方を掲載しています。どしど
しご応募ください。
　詳しくは秘書広報広聴課「生命の絆」係まで
                                             ☎ 69-0110

荒田 咲
え

茉
ま

ちゃん（女の子）
９月生まれ・3,298㌘
母：恵

めぐ

未
み

さん　父：大輔さん

（大阪市平野区／実家：峰山町菅）

山口 歩
ほ

嵩
た か

ちゃん（男の子）
８月生まれ・2,286㌘
母：未菜子さん　父：航

こう

路
じ

さん

（久美浜町市野々）

（丹後町此代）

五
ご

宝
ほう

 岳
がく

ちゃん（男の子）
９月生まれ・3,166㌘
母：友

ゆ

美
み

絵
え

さん　父：健介さん

（峰山町吉原）

さと
がえ
り

～  大長寿の皆さんをご紹介 ～ 生涯現役フェスティバル
第６回健康大長寿のさとづくりフォーラム

11月９日（土）　10時00分～15時40分（９時30分開場）
 府丹後文化会館・峰山地域公民館（峰山町杉谷）

◆プログラム◆
10 時 00 分～ 生涯現役！元気アップいきいきステージ
11 時 45 分～『「京丹後」百寿人生のレシピ』試食コー 
　　　　　　 ナー 長寿弁当販売（100 食）
13 時 15 分～ いきいき生涯現役サミット！

〝生涯現役実践者″によるトークショー
　100 歳以上 100㍍走世界記録保持者　宮㟢秀吉さん　ほか
14 時 10 分～ 『「京丹後」百寿人生のレシピ』完成披露　
　　　　　  　講演会＆シンポジウム
15 時 30 分～ 故木村次郎右衞門さんを偲
　　　　　　 んで（映像）

 無料　※参加者には『「京丹後」百寿
人生のレシピ』を進呈します

 長寿福祉課（☎ 69-0330）

ご長寿祝い中山市長が表敬訪問

 〝いつまでもお元気で″
▲お祝い品（麦わら細
工をあしらった色紙）

▲市長と笑顔で握手を交わす森田さん（108 歳）

健
康
大
長
寿
の
ま
ち
・
京
丹
後

1
0
0
歳
以
上
は
59
人

　
９
月
20
日
、
中
山
市
長
は
ご
長

寿
を
お
祝
い
す
る
た
め
、
1
0
0

歳
以
上
の
３
人
を
表
敬
訪
問
し

ま
し
た
。

　
施
設
に
入
所
し
て
い
る
前
田
喜

代
さ
ん
（
1
0
5
歳
）
を
訪
問

し
た
市
長
が
「
ま
す
ま
す
の
ご
福

寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
、
お
祝
い

品
と
し
て
麦
わ
ら
細
工
を
あ
し

ら
っ
た
色
紙
を
手
渡
す
と
、
前
田

さ
ん
は
「
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝

し
、
お
礼
に
得
意
の
歌
を
２
曲
披

露
。
周
り
か
ら
盛
大
な
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

　
毎
日
農
業
に
勤い

そ

し
ん
で
い
る
と

い
う
小
國
み
よ
さ
ん（
1
0
6
歳
）

は
、「
病
気
も
無
く
、
毎
日
畑
に

通
っ
て
い
ま
す
」と
笑
顔
で
話
し
、

市
長
は
「
ま
す
ま
す
ご
活
躍
な

さ
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま

し
た
。

　

網
野
町
木
津
の
森
田
き
く
さ

ん
（
1
0
8
歳
）
は
、「
わ
ざ
わ

ざ
来
て
く
だ
さ
っ
て
あ
り
が
と

う
」
と
元
気
な
笑
顔
で
市
長
を
迎

え
、「
家
族
が
よ
く
し
て
く
れ
る

お
か
げ
で
長
生
き
で
き
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
市
長
は
「
ま

す
ま
す
ご
健
勝
に
て
楽
し
み
を
広

げ
て
く
だ
さ
い
」
と
声
を
掛
け
、

握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

歌や花の塗り絵が好きな前田さん。
長寿の秘訣は「よく食べて、みんな
に大事にしてもらうこと」と話して
いました。

「野菜を育てて家族と食べるのが楽し
み」と話す小國さんは、いろんな作物
を育てるのが大好き。毎日畑に通って
作業しています。

最近の楽しみは、デイサービスでゲー
ムをすること。美肌の訳は「小さい頃
から入っていた温泉のおかげ」と話し
ていました。

105 歳　前田 喜代 さん（久美浜町栃谷）

106 歳　小國 みよ さん（久美浜町油池）

108 歳　森田 きく さん（網野町木津）

　

本
市
に
は
９
月
末
現
在
、

1
0
0
歳
以
上
の
方
が
59
人
在

住
し
て
い
ま
す
。
高
齢
化
率
（
65

歳
以
上
）
は
約
32
％
で
全
国
平
均

の
1.5
倍
ほ
ど
で
す
が
、
1
0
0
歳

以
上
の
方
が
占
め
る
人
口
当
た
り

の
比
率
は
、
全
国
平
均
の
約
３
倍

で
、
府
内
26
市
町
村
の
中
で
一
番

高
い
状
況
で
す
。

　

市
で
は
、「
健
康
大
長
寿
の
ま

ち
」
を
特
色
と
し
て
、
生
き
が
い

を
持
ち
な
が
ら
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
、“
長
寿
”
そ
れ
自

体
を
心
か
ら
喜
べ
る
高
齢
社
会
を

目
指
し
て
「
生
涯
現
役
」
の
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

中
山
市
長
の
表
敬
訪
問
に
笑
顔

　中山市長は９月 20 日、市内在住の 100 歳以上の方３人の自宅や施
設を訪問し、お祝い品として本市に伝わる浦島伝説とコウノトリの麦わ
ら細工をあしらった色紙を手渡してご長寿をお祝いしました。
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宗
雲
寺
は
、
臨
済
宗
南
禅

寺
派
の
寺
院
で
す
。
永え

い

享き
ょ
う

４

（
１
４
３
２
）
年
に
千せ

ん

畝み
ょ
う

周し
ゅ
う

竹ち
く

が
、
荒
廃
し
て
い
た
天
台
宗
の

お
寺
を
禅
宗
の
常じ

ょ
う

喜き

院い
ん

と
し
て

再
興
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
天て

ん

正し
ょ
う

10
年
に
久
美

浜
へ
入
っ
た
細
川
氏
の
重
臣
、

松
井
康
之
が
、
叔
父
の
玄げ

ん

圃ぽ

霊れ
い

三さ
ん

を
招
き
、
松
井
家
の
菩ぼ

提だ
い

寺じ

と
し
て
、
お
寺
の
名
前
を
宗
雲

寺
と
改
め
ま
し
た
。
宗
雲
寺
に

は
、
松
井
康
之
・
玄
圃
霊
三
の

肖
像
画
や
古
文
書
な
ど
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
宗
雲
寺
の
庭
園
は
、
北
岸
か

ら
の
出
島
に
よ
っ
て
く
び
ら
れ

た
ひ
ょ
う
た
ん
型
の
池
と
北
岸

の
立
石
群
か
ら
な
る
小
規
模
な

平
庭
で
す
。

　
現
在
残
る
本
堂
・
方
丈
・
庫く

裏り

は
享き

ょ
う

和わ

元
（
１
８
０
１
）
年

に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
、
庭
園

も
こ
の
時
期
に
造
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
宗
雲
寺
の
庭
園

は
、
江
戸
時
代
に
造
ら
れ
た
大

変
貴
重
な
も
の
と
し
て
、
昭
和

59
年
４
月
14
日
付
け
で
京
都
府

指
定
名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
（
文
化
財
保
護
課
）

京
丹
後
市
の
文
化
財 

91

江戸時代に造られた貴重な庭園
ひょうたん型の池と北岸の立石群
が特徴の宗雲寺庭園

（
久
美
浜
町
新
町
）

宗そ

う

雲う

ん

寺じ

　
庭
園

　
「
視
界
遼
考
」
は
、
丹
後
建
国

１
３
０
０
年
を
記
念
し
て
、
古
代

丹
後
に
暮
ら
す
人
々
の
文
化
や

生
活
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
コ
ラ

ム
。
こ
の
地
に
人
が
現
れ
て
か
ら

「
丹
後
国
」
が
で
き
る
ま
で
を
シ

リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。
丹
後
の

歴
史
勉
強
中
の
私
と
一
緒
に
、
は

る
か
丹
後
を
の
ぞ
い
て
み
ま
し
ょ

う
。
優
れ
た
技
術
や
文
化
だ
け
で

な
く
、
意
外
な
生
活
も
垣
間
見
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

　　　　

今
回
の
舞
台
は
古
墳
時
代
の
中
期
。

網
野
銚
子
山
古
墳
、
神
明
山
古
墳
の

２
大
古
墳
時
代
の
す
ぐ
後
で
す
。
こ
の

時
期
の
丹
後
に
は
、
国
を
動
か
す
ほ
ど

の
巨
大
な
権
力
を
持
っ
た
首
長
は
い
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

当
時
の
日
本
は
、
朝
鮮
半
島
と
の
間
で
和
戦
両
様

の
外
交
を
行
っ
て
い
た
と
さ
れ
お
り
、
丹
後
は
重

要
拠
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
中
・
小
規
模
の
古
墳
か
ら
で
も
興

味
深
い
出
土
品
が
た
く
さ
ん
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
回
は
出
土
品
の
中
か
ら
「
甲か

っ

冑ち
ゅ
う

」

を
取
り
上
げ
、当
時
の「
流
行
」を
探
っ
て
み
ま
す
。

　
当
時
、
甲
冑
は
、
自
分
た
ち
で
作
る
も
の
で
は

な
く
、
国
の
中
央
部
か
ら
各
地
の
有
力
者
に
配
布

さ
れ
る
も
の
で
し
た
。
当
然
、
重
要
拠
点
だ
っ
た

丹
後
の
有
力
者
た
ち
に
も
配
布
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
も
っ
と
も
、
甲
冑
に
は
流
行
が
あ
り
、〝
型
落
ち
”

を
配
布
さ
れ
た
有
力
者
も
い
た
と
か
。
で
は
、
丹
後

の
有
力
者
た
ち
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
…
？

　
産う

ぶ
す
な
や
ま

土
山
古
墳
（
丹
後
町
）
か
ら
出
土
し
た
鉄
製

の
甲
冑
は
、
当
時
と
し
て
は
デ
ザ
イ
ン
、
性
能
と

も
優
れ
て
お
り
、
流
行
最
先
端
の
甲
冑
で
し
た
。

鋼
材
を
打
ち
伸
ば
し
た
鉄
板
を
革
紐ひ

も

で
繋
ぎ
合

わ
せ
て
お
り
、
高
い
技
術
力
で
作
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
漆う

る
し

を
何
重

に
も
塗
っ
て
あ
る
た
め
と
て
も
頑
丈

で
、
錆さ

び
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、20
～
30
年
後
に
は
ニ
ュ
ー

デ
ザ
イ
ン
の
甲
冑
が
作
ら
れ
ま
す
。

革
紐
で
は
な
く
、
鋲び

ょ
うで
鉄
板
を
繋
ぐ

鋲
式
甲
冑
で
、
頑
丈
で
脱
着
し
や
す

く
、
生
産
も
簡
単
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ニ
ゴ
レ
古
墳
（
弥
栄
町
）
で
は
、
鋲

式
が
は
や
っ
た
時
期
か
ら
革
紐
式
の

甲
冑
が
出
土
。
と
い
う
こ
と
は
、
同
時

期
は
残
念
な
が
ら〝
型
落
ち
”を
も
ら
っ

て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
（
写
真
）。

　
ま
た
、
鋲
式
の
甲
冑
は
、
離は

な
れ
こ湖
古

墳（
網
野
町
）、清せ

い

漬つ
け

７
号
墳（
大
宮
町
）

か
ら
出
土
し
て
い
ま
す
が
、
ど
ち
ら

も
流
行
後
に
配
布
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
と
き
は
戦
い

の
世
。
命
懸
け
で
丹
後
の
繁
栄
を
築

い
た
先
人
た
ち
の
お
か
げ
で
、
今
の

私
た
ち
の
生
活
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
い
け
ま
せ
ん
ね
。

　
（
秘
書
広
報
広
聴
課　
高
倉 

遼
）

漆を塗って頑丈に仕上げ 　横浜市内の私立中学校「公
く

文
もん

国際学園中等部」３年
生 28 人が、10 月 8 日から２泊３日の修学旅行で本
市を訪れ、丹後ちりめんの歴史や地域のくらしを学び
ました。
　一行は、大宮町や網野町内で機織りや染めなどを営
む工房を訪れ、職人の技術を間近に見学するとともに、
先駆的な取り組みや伝統の承継について意見を交わし
ました。また、夜は農家民宿や織物業者宅など６軒に
宿泊。丹後ばらずしを調理したり、ちりめんや田舎の魅
力の話しに花を咲かせたりして交流し、丹後の文化を
満喫しました。
　２泊３日の日程を終えた宮田崚

りょう

さんは「ちりめんの
手触りやにおいがとても印象的でした。丹後での体験
が一生の思い出になりました」と話していました。「お燗番娘コンテスト」で来場者に燗をすすめる中江ひとみさん

民泊先の織物工場で、機械の仕組みや製品の販路先について学ぶ
中学生たち

修学旅行で丹後ちりめん学ぶ

　丹後の地酒をＰＲするため、宮津以北の酒蔵などが
企画する「丹後地酒まつり」が 9 月 29 日、宮津市内
のホテルで開催されました。今年で４回目を数え、「酒
に合う肴

さかな

」がテーマ。地元の料理屋などが丹後産の素
材を使い、大吟醸酒などそれぞれの銘柄に合う料理を
出品するのが特徴で、過去最高となる約 700 人が歓
談しながら地元の酒とアテを楽しみました。
　会場では、割烹着姿の女性が燗

かん

の腕前を競う「お燗
番娘コンテスト」も行われ、愛飲家らは各銘柄の味を
飲み比べていました。コンテストに参加した中江ひと
みさん（丹後町間人）は、「友達に誘われて参加しま
した。緊張しましたが、貴重な経験ができました」と
話していました。

丹
後
古
代
の
里
資
料
館
秋
季
特
別

展
示
２
「
松
井
康
之
と
久
美
浜
」

 
11
月
９
日
～
12
月
８
日

 

丹
後
古
代
の
里
資
料
館（
丹
後
町
宮
）

 

玄
圃
霊
三
に
関
す
る
資
料
や
松

井
康
之
の
肖
像
画
を
展
示
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

至豊岡市

久美浜駅

久美浜中学校
京丹後警察署
久美浜交番

久美浜
保育所

市役所
久美浜庁舎

久美浜小学校

久美浜駅

久美浜中学校
京丹後警察署
久美浜交番

久美浜
保育所

市役所
久美浜庁舎

久美浜小学校

松倉城跡
（城山公園）
松倉城跡
（城山公園）

  

宗雲寺

至豊岡市

至
峰
山
町

　
９
月
９
日
に
国
内
６
カ
所
目
と

な
る
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ

れ
た
「
隠
岐
ジ
オ
パ
ー
ク
」（
島

根
県
隠
岐
）
で
10
月
15
、
16
日
の

両
日
、
第
４
回
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
本
市
の
ほ
か
、
日
本

ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加

盟
す
る
団
体
の
関
係
者
や
研
究
者

な
ど
が
全
国
か
ら
多
数
参
加
。
３

つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
意
見
交

換
な
ど
を
行
い
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の

利
活
用
策
を
探
り
ま
し
た
。

　
「
無
形
文
化
財
を
取
り
入
れ
た

ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
」
に
関
す
る
分

　

 

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
全
国
大
会
in
隠
岐

             

関
係
者
ら
意
見
交
換
、
利
活
用
策
探
る

科
会
で
は
、
隠
岐
の
暮
ら
し
や
文

化
と
ジ
オ
パ
ー
ク
と
の
関
係
な
ど

も
紹
介
さ
れ
、
参
加
者
は
無
形
文

化
財
を
有
効
活
用
し
た
P
R
手

法
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
自
然
公
園
と
ジ
オ
パ
ー

ク
」
と
題
し
た
基
調
講
演
（
環
境

省
主
催
）
で
は
、
自
然
公
園
財
団

の
阿
部
宗む

ね

広ひ
ろ

さ
ん
が
、「
自
然
公

園
と
ジ
オ
パ
ー
ク
の
共
通
点
や
違

い
を
認
識
し
な
が
ら
、
双
方
の
連

携
を
強
化
す
る
こ
と
が
必
要
」
と

訴
え
て
い
ま
し
た
。

　
会
場
内
に
は
全
国
各
地
の
ジ
オ

パ
ー
ク
を
紹
介
す
る
ブ
ー
ス
も
設

け
ら
れ
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

ブ
ー
ス
で
は
琴
引
浜
の
鳴
き
砂
な

ど
を
紹
介
し
、
山
陰
海
岸
の
魅
力

を
発
信
し
ま
し
た
。

▲火山活動による独特の地形や、離島ならではの生態
系・文化が感じられる隠岐ジオパーク

  （
観
光
振
興
課
）

▲大勢の参加者でにぎわう山陰
海岸ジオパークブース

前期 中期 後期

約 1800年前 1300年前

現 在飛 鳥
時 代

奈 良
時 代

旧 石 器
時 代

縄 文
時 代

古 墳 時 代

古
墳
時
代
の
甲
冑
に
も

　
　
流
行
が
あ
っ
た
!?

はるか丹後を
　眺めてみよう

視
し

界
か い

遼
り ょ う

考
こ う

Voｌ.5

弥 生
時 代

約 1400年前

「丹後地酒まつり」に愛飲家 700 人
～ 地元の銘酒を飲み比べ ～

▲ニゴレ古墳から出土した
革紐式の甲冑（複製）。（丹
後古代の里資料館に展示）



　新人駅員が配属されたのは、毎日
100 万人が乗降する「東京駅」。1分
も違わぬ定時発車の奇跡や、東京駅
で働く人たちの熱い思いを描いていま
す。（装画の東京駅を見るだけでも、楽
しめる一冊です）

　北
ほ く

欧
お う

の国
く に

「フィンランド」。フィンラ
ンドの歴

れ き

史
し

・自
し

然
ぜ ん

・産
さ ん

業
ぎょう

・文
ぶ ん

化
か

を子
どもたちにやさしく紹

しょう

介
か い

しています。フ
ィンランドが生

う

んだ妖
よ う

精
せ い

“ムーミン”も、
もちろん出

で

てきますよ。

■ 宮川　優（みやがわ ゆう）
京丹後コミュ二ティ放送・局長。FM たん
ごメインパーソナリティー。朝の情報番組

「たんご・モーニング・サンド！」（7：００～８：
58）を担当。年間を通してイベント MC
や各ナレーションにも多数出演

　半袖が手放せない 10月も終わり
を迎え、ようやく秋がやって来まし
たね。市内各地でお祭りも行われ、
たくさんの笑顔に包まれたことかと
思います。笑顔で過ごせるってほん
といいことですよね（＾＾）
　さて、京丹後市では 9月 20日か
ら 10月 20日まで「京丹後市安全・
安心まちづくり強化月間」として、
京丹後警察署・関係機関・市民の皆
さんも一緒になり、防犯と交通安全
の意識の向上に向けた啓発強化に取
り組みました。FMたんごでも放送
で呼び掛けを行い、さらに 9月 30
日、私宮川優は「1日警察署長」を
務めさせていただきました。制服に
袖を通し警帽をかぶると重圧を感じ
ました。
　活動としてはパトカーに乗りマイ
クでの広報、マイン玄関でお客様へ

の啓発などを行いました。もちろん
初めての経験で終始緊張しましたが
「京丹後を守りたい！」という意識
は一層強くなりましたね。せめて今
日 1日は犯罪・事故無く終えるこ
とができればと思っていましたが、
犯罪 2件、人身事故１件という結
果に…。私の力の無さを思うと同時
に、どうすればゼロになるんだろう
と本気で考えました。一人一人の意
識の問題と言って人任せにしていて
もゼロにはなりません。犯罪と事故
は対照的なもの。事故は『過失』犯
罪は『故意』です。故意である犯罪

に関しては「被害に遭わないように
…」と呼び掛けるけることが多いで
すが、逆に加害者の心境を把握し、
起こさせないという環境づくりも必
要かもしれません。　
　1カ月の強化期間が終了し、結果
期間中発生した犯罪は 13件、人身
事故は９件でした。この数字を皆さ
んはどう思われますか？こうして実
態をお伝えすることもゼロへの一歩
かと思います。FMたんごでは今後
も京丹後警察署と協力し京丹後市の
皆さんが笑顔で毎日過ごせるよう励
んでまいります！

たんご 遊優宮川優の 見聞録

　今月号の記事の中からクイズを出題します。全問正解者
の中から抽選で 5 人に図書カード 500 円分をプレゼント！

◆応募方法
はがきに ①クイズの答え（○の中に入る数字や文字）
②住所 ③氏名〈ふりがな〉 ④年齢 ⑤電話番号 ⑥広報
紙の感想やイラスト、取り上げてほしいテーマなど
をご記入の上、秘書広報広聴課まで（宛先は裏表紙
を参照）。なお、お寄せいただいた感想やイラストは
広報紙に掲載することがあります。※⑥の項目も忘
れずにご記入ください。

◆応募締切
11 月 15 日（金）当日消印有効。当選者の発表は
12月号のこのコーナーで。

◆10月号の答え
問１…マジック　問２…200　問３…水

◆10月号当選者
田家冬虎さん（丹後町）、森岡拳志郎さん（久美浜町）、
冨倉江里子さん（峰山町）、小坂ひろみさん（峰山町）、
仲村紅音さん（久美浜町）
応募総数30人、全員正解でした。たくさんのご応募ありがと
うございました。

問１ 大学生と一緒に地域を活性化「○○連携」
問２ 「○○○」補助金の見直しを実施
問３ 子育てサロン「○○○クラブ」で親子が交流

広報クイズ 京
きょう

丹
た ん

後
ご

市
し

国
こ く

際
さ い

交
こ う

流
りゅう

協
きょう

会
か い

今月のおすすめ

nav i nav inav inav inav i nav inav i

図書館だより
◆開館時間／ 10時〜 18時 （峰山・あみののみ水曜は 19時まで）
　　　　　毎週月曜・毎月 1日は休館日（土日祝日と重なる場合は翌日）

◆貸出／ 1人 20点まで・2週間
◆ ／峰山図書館（☎ 62-5101）大宮図書室（☎ 69-0672）
　　あみの図書館（☎ 72-4946）弥栄図書室（☎ 65-2101）
　　久美浜図書室（☎ 82-1771）丹後図書室（☎ 69-0664）

安全・安心の先に笑顔あり！

                       　　　　
京丹後市からのお知らせ　

　月～金　7：53～7：58、13：00～13：05、16：54～16：59

市政情報番組 FM たんご FM79.4㎒ Check

▲素材や成分の違うさまざまな物にブラックライトを当てて、
発色の違いを見る実験を行いました

　

京都府丹後文化会館　インフォメーション

 事務局（京都府丹後文化会館内☎ 62-5200）
主催：丹後文化芸術祭実行委員会

平成25年度丹後文化芸術祭

11月図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
27 28 29 30 31 11/1 2
３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

新規採用 ［10月1日付 ]

久美浜病院診療部
整形外科 部 長 辻原　隆是

教育委員会事務局
大宮第一小学校 看 護 師 岸本真由美

退職 ［9月30 日付 ]

久美浜病院診療部
整形外科 医 長 西久保芳樹

市職員人事異動

企画総務部
　総務課基地対策室《新設》

室 長 安田　　勉
（企画総務部総務課 課長）

企画総務部総務課 課 長 赤松　正伸
（企画総務部総務課 主幹）

久美浜病院
　 地域医療連携室

看 護 師 中村小百合
（久美浜病院久美浜訪問看護ステ－ション）

異動 ［10月1日付 ]※カッコ内は前所属

[ 任期付き採用 ]

モスクワ・クァルテット

11/22（金）19：00 ～ 20：30（開場 18：30）
 アグリセンター大宮　（大宮市民局横）
200 人 （要予約・申し込み多数の場合は抽選）  無料

※未就学児の入場はできません。※宝くじ助成事業です。

11/18（月）必着。往復はがきに、参加希望者の住所、
氏名、年齢（申込代表者は電話番号も）を記入の上、下記
へ郵送してください。※ 1 枚で 5 人まで申し込みできます。

 〒 627-8567 京丹後市峰山町杉谷 889 
京丹後市国際交流協会事務局（企画政策課内☎ 69-0120）

国際交流演奏会

ロシア民族楽器四重奏団

 往復はがきの記入例
往信 (おもて )

京
丹
後
市
峰
山
町
杉
谷
８
８
９

京
丹
後
市

国
際
交
流
協
会
事
務
局　
行

こ
こ
に
は
、

何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

627 856 7
見本

返信（うら）

見本 〈
申
込
代
表
者
の
住
所
〉

〈
申
込
代
表
者
の
氏
名
〉

①代表者氏名、
　住所、電話番号、年齢
②氏名、住所、年齢
③氏名、住所、年齢
④氏名、住所、年齢
⑤氏名、住所、年齢
※未就学児の入場はできません。

歌姫・ナターリア・コズローヴァを迎えて
バランスボードに筒状のコマを乗せて遊ぶ子どもたち

　丹後図書室で９月23日、「バランスボードを
作ろう！」と題した工作教室を行いました。
　参加した19人は、丸く切り抜いたボール紙を
紙バネでつなぎ、カラフルなバランスボードを作
成。子どもたちは、色画用紙で作った筒状のコ
マを乗せて、楽しそうに遊んでいました。

工作教室でバランスボードを作成
丹後図書室

　

峰
山
図
書
館
は
９
月
29
日
、

大
人
を
対
象
と
し
た
「
朗
読
コ
ン

サ
ー
ト
」（
丹
後
読
み
聞
か
せ
実

行
委
員
会
協
力
）
を
峰
山
地
域

公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ピ

ア
ノ
の
演
奏
と
共
に
、
ア
ン
デ
ル

セ
ン
童
話
『
に
ん
ぎ
ょ
ひ
め
』
を

朗
読
。観
客
は「
演
奏
が
に
ん
ぎ
ょ

ひ
め
の
物
語
と
合
っ
て
い
て
、
情

景
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
し
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ピ

ア
ノ
の
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
わ
れ
、

観
客
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
民
族
舞

曲
「
チ
ャ
ル
ダ
ッ
シ
ュ
」
や
童
謡

「
赤
と
ん
ぼ
」
な
ど
の
生
演
奏
に

聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

朗
読
の
後
に
行
わ
れ
た
コ
ン
サ
ー
ト

の
様
子
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン 

山
下
實
さ

ん
、
ピ
ア
ノ 

糸
井
た
ま
き
さ
ん
）

朗
読
コ
ン
サ
ー
ト
で
童
話
と
生
演
奏
楽
し
む

－ 中丹文化芸術祭文化交流事業 ー

 11/24（日）（開演 13:00）
 京都府丹後文化会館（峰山町杉谷）
 丹後地域で民踊に携わるグループによる発表
 入場料 300 円

第29回丹後民踊のつどい

 12/8（日）（開演 13:00）
 京都府丹後文化会館（峰山町杉谷）
 丹後地域の園児から高校生までの団体

による合唱やダンス、太鼓などの発表
 無料

第25回ジュニア文化祭
 11/15（金）～ 17（日）9：00 ～ 17：00

 峰山地域公民館２階ロビー（峰山町杉谷）
 写真愛好家の作品を展示 
 無料

第29回写真丹後展

▲丹後民踊のつどいのフィナーレでは出演
者全員で丹後ちりめん小唄を披露します

■やさしいフィンランド ー 子どものための小
しょう

百
ひゃっ

科
か

 ー
ピルヨ・ホンカサロ ほか／編

日本・フィンランド文化交流実行委員会

■駅物語 朱野 帰子／著
講談社

3031 2013.11 2013.11
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11月 6日かに解禁

男　	28,589人	（－19）
女　	30,792人	（－22）
計	 　59,381人	（－41）
世帯数	 22,586世帯	（－17）
9月30日現在、カッコ内は前月比。

住民基本台帳（外国人含む）による。

人口・世帯数 ▼
今
月
号
か
ら
新
コ
ー
ナ
ー
が

始
ま
り
ま
し
た
。
き
っ
か
け
は
、

日
々
読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ

く
お
手
紙
。「
お
い
し
い
料
理
を

紹
介
し
て
ほ
し
い
」
▼
担
当
す
る

こ
と
に
な
っ
た
私
た
ち
、
さ
っ
そ

く
企
画
会
議
。
―
ど
ん
な
料
理
を

紹
介
し
よ
う
？
―
せ
っ
か
く
な
ら
、

地
元
食
材
を
使
っ
た
料
理
が
い
い

か
な
？
―
そ
れ
な
ら
、
京
丹
後
の

食
材
を
旬
の
時
期
に
皆
さ
ん
に
食

べ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
よ

ね
！
▼
辿
り
着
い
た
の
が
「
旬
★

感
た
ん
ご
は
ん
」。「
地
元
食
材
の

お
い
し
い
食
べ
方
を
知
っ
て
い
る

の
は
地
元
の
方
だ
！
」
と
い
う
こ

と
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
料
理

の
先
生
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
す
▼
「
作
っ
て
食
べ
た
ら
お

い
し
か
っ
た
」「
こ
の
食
材
を
使
っ

て
み
た
ら
？
」「
私
の
自
慢
レ
シ
ピ

を
紹
介
す
る
よ
」、
そ
ん
な
風
に

皆
さ
ん
に
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
コ
ー
ナ
ー
を
目
指
し
ま
す
。

こ
の
レ
シ
ピ
が
皆
さ
ん
の
笑
顔
に

繋
が
っ
て
い
き
ま
す
よ
う
に
／
希
・

織

発
行

／
京

丹
後

市
役

所
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突
然
の
農
業
転
身

　  

オ
リ
ー
ブ
作
り
に
挑
戦

　

大
宮
町
の
国
営
農
地
で
、た
わ
わ
に
実
っ
た
オ
リ
ー

ブ
が
収
穫
期
を
迎
え
て
い
る
。
植
栽
か
ら
６
年
目
を

迎
え
た
田
中
治
さ
ん
の
オ
リ
ー
ブ
だ
。
60
歳
を
越
え

る
ま
で
機
織
り
に
注
力
し
た
田
中
さ
ん
が
、
突
然
農

家
に
転
身
。
70
歳
か
ら
オ
リ
ー
ブ
農
家
と
な
っ
た
理

由
を
尋
ね
た
。

             

♦
　
　
♦
　
　
♦

　
　
機は

た

屋
に
生
ま
れ
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
機
音
を
聞

い
て
育
っ
た
。家
に
田
畑
は
な
く
、食
べ
物
は
全
て
買
っ

て
い
た
。
そ
れ
は
、
当
た
り
前
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
基
幹
産
業
の
機
織
り
に
だ
ん
だ
ん
と
影

が
見
え
始
め
た
頃
か
ら
、
丹
後
に
新
し
い
産
業
が
必

要
だ
と
思
い
始
め
て
き
た
。

　
ま
た
、
30
年
ほ
ど
前
か
ら
「
食
料
自
給
率
の
低
い

日
本
で
は
、将
来
食
料
難
が
起
こ
る
」と
い
っ
た
ニ
ュ
ー

ス
を
見
聞
き
す
る
よ
う
に
な
り
、
食
料
難
に
対
す
る

危
機
感
も
募
ら
せ
て
い
た
。
と
い
う
の
も
、
田
中
さ

ん
自
身
、〝
食
”
に
は
苦
難
の
思
い
出
が
あ
る
。

　
「
戦
後
の
食
料
難
の
と
き
、
母
が
嫁
入
り
に
持
っ
て

き
た
着
物
を
売
っ
て
、
わ
ず
か
な
食
べ
物
と
交
換
し

て
帰
っ
た
き
た
。
子
ど
も
心
に
悲
し
か
っ
た
」。
そ
れ

だ
け
で
は
な
い
。「
ご
飯
は
わ
ず
か
し
か
な
い
た
め〝
木

の
葉
”
を
混
ぜ
て
量
を
増
や
し
た
。
木
の
葉
ご
飯
や

大
豆
の
カ
ス
の
味
は
、今
で
も
は
っ
き
り
覚
え
て
い
る
」

と
い
う
。

　
田
中
さ
ん
は
、「
食
料
難
で
も
、
丹
後
に
は
米
、
魚
、

野
菜
は
あ
る
。
だ
け
ど
調
理
に
欠
か
せ
な
い
〝
油
”

は
自
給
率
２
㌫
ほ
ど
し
か
な
く
、
手
に
入
ら
な
く
な

る
。
油
を
作
れ
ば
、
食
生
活
は
守
ら
れ
る
し
、
同
時

に
新
た
な
基
幹
産
業
に
も
な
り
う
る
」
と
考
え
た
。

―
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
、

　
　
　
　
自
分
と
同
じ
思
い
は
絶
対
に
さ
せ
な
い
―

　
田
中
さ
ん
の
挑
戦
が
始
ま
っ
た
。

　
オ
リ
ー
ブ
は
、
種
々
の
油
の
中
で
も
比
較
的
簡
単

に
育
て
る
こ
と
が
で
き
、
油
の
搾
取
も
効
率
的
で
栄

養
価
も
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
６
年
前
、
４

種
類
３
０
０
本
の
オ
リ
ー
ブ
を
植
樹
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
現
実
は
簡
単
に
は
い
か
な
か
っ
た
。

農
業
の
『
の・

』
の
字
も
分
か
ら
ず
、
全
て
が
手
さ
ぐ

り
で
、
失
敗
の
連
続
だ
っ
た
。「
最
初
は
枯
れ
て
枯
れ

て
…
」
と
田
中
さ
ん
。
丹
後
に
は
オ
リ
ー
ブ
作
り
の

例
が
な
い
た
め
、
同
先
進
地
、
小し

ょ
う

豆ど

島し
ま

（
香
川
県
）

に
何
度
も
足
を
運
び
、
土
作
り
や
肥
料
、
剪せ

ん

定て
い

な
ど

の
技
術
を
一
か
ら
学
ん
だ
。
自
分
の
畑
が
気
に
な
り

「
用
が
な
く
て
も
毎
日
様
子
を
見
に
い
っ
て
い
た
」
と

当
時
を
笑
う
。

　
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
昨
年
は
初
め
て
収
穫
を
体
験
。

実
を
付
け
た
の
は
１
種
類
の
オ
リ
ー
ブ
で
、
60
㌔
と

少
量
だ
っ
た
が
、
確
か
な
手
ご
た
え
を
つ
か
ん
だ
。

今
年
は
、
４
種
類
約
２
０
０
㌔
の
収
穫
を
見
込
む
。

そ
し
て〝
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
”の
搾
取
も
行
う
予
定
だ
。

　
将
来
は
、「
オ
リ
ー
ブ
を
通
じ
て
観
光
農
園
を
造
り
、

イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ホ
テ
ル
を
建
設
し
た
い
」

と
夢
を
語
る
。

　
70
歳
を
越
え
、「
病
気
も
た
く
さ
ん
し
た
。
今
も
体

は
ボ
ロ
ボ
ロ
だ
け
ど
、〝
オ
リ
ー
ブ
作
り
”
へ
の
張
り

合
い
で
も
っ
て
い
る
」
と
話
す
田
中
さ
ん
。
そ
の
心
の

支
え
は
「
限
界
へ
の
挑
戦
」
と
い
う
。

　
「
な
ん
ぼ
年
を
取
っ
て
も
、
あ
る
程
度
の
苦
労
は
し

な
い
と
い
け
な
い
。
憩
い
の
場
や
遊
び
も
大
切
だ
け

と
、
高
齢
者
も
で
き
る
限
り
社
会
に
貢
献
し
、
そ
う

い
う
姿
を
若
者
た
ち
に
も
見
せ
て
い
き
た
い
」。

　
田
中
さ
ん
の
挑
戦
は
、
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

手塩にかけて育てたオリーブを丁寧に摘み取る田中さん

43 田
た

中
な か

 治
お さ む

さん（75）
大宮町口大野

オリーブ作りのパイオニア

日　時：11月9日（土）10：00～ 15：40
場　所：京都府丹後文化会館（峰山町杉谷）
入場料：無料第 6回健康大長寿のさとづくりフォーラム

生涯現役フェスティバル


